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安全上のこ注意

費全のために次のことは必ず守ってください

本書はT3/T3H(以 降 財要のない限りPCと 称す)の 仕様、取り扱いや注意事項について説明してい

ます。

PCを 安,いして使用して頂くために、取り付け、運転、保守、点検の前に必ず本書と関連取扱説明書をす

べて熟読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項について習熟してから正しく使用してください。

【重要事項について】

1.PCは 、一般産業機器 (各種製造ライン制御、工作機械など)に 使用されることを意

図して設計、製造されたものです。

人命にかかわるような状況下で使用される機器あるいはシステムに用いられることを

目的として設計、製造されたものではありません。

PCを 輪送機器 (列車など)、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底中継用機器

あるいはシステムなど、特殊用述にご使用の場合には、事前に販売担当までご相談く

ださい。

2.PCは 厳重な品質管理のもとに製造しておりますが、万一PCが 故障することにより

人命にかかわるような重要な設備及び重大な損失の発生が予測される設備への適用に

際しては、重大事故にならないように必ず安全装置を設置してください。

3.PCは 、取り付け ・配線 ・使用 ・保守について、制御機器取り扱いの一般的知識があ

る方を対象としています。取り扱いを誤つた場合には、感電 ・火災 ・故障 ・誤動作の

恐れがありますので、制御機器取り扱い知識および電気的知識が不十分な方は、取り

付け・配線 ・使用 ・保守は避けて、専門知識のある方に依頼して作業してください。

4.本 書及び月」冊の関連資料は、プログラマブルコントローラ及び制御機器取り扱いの一

般知識がある方を対象に記載しております。

記載内容に不明な点がありましたらご質問ください。

いずれも重要な内容を記載していますので必ず守つてください。

~:~



安全上のこ注意

安全のために次のことは必ず守つてください

【替告マークについて】

本書では、安全事項ランクを 「危険」「注意」に区別してあります。

◇危険

△ 注意

:取り扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、

死亡またはE傷 を受ける可能性が想定される場合。

;取り扱いを娯つた場合に、危険な状況が起こりえて、

中程度の傷書や軽傷を受ける可能性が想定される場合

及び物的損書の発生が想定される場合。

なお △ 注意 に船 した班 でも、状況によつては 聴 果に結め く

可能性があります。いずれも重要な内容を記弱していますので必ず守つてください。
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安全上のこ注意

安全のために次のことは必ず守ってください

【取り付けについて】

本書に配的の環境で使用してください。

高温、多湿、直挨、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると感電、火災、

の原因となることがあります。

本書に配弱の取り付け方法に従つて取り付けてください。指定方向以外の取り付け、

けに不億がありますと、着下、火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

モジュール、ユニット、端子台のお脱は、必ず電源を切つた状態で行つてください。

感電、獣動作、故障の原因となることがあります。

モジュールやユニットに電線くずなどの異物が入ることのないようにしてください。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

故障、娯動作

(59ページ)

または取り付

(59ページ)

(61ページ)

(61ページ)

【配線について】

△注意
1.ケ ーブルの配線は必ず電源を切つた状態で行つてください。

電源が入つた状態での配線作業は感電のなれがあります。          (68,70ページ)

2.モ ジュールの配線は、サヤ付きの圧着端子を用いるか、テープで根覆するなどして、導電部分が電

出しないようにしてください。また、麟子台カメヽ一は脱落、破損のないように取り扱い、配線終

了時には鱗子台カバーを端子台に確実に取り付けてください。

導電部が電出していると感電のおれがあります。              (68,70ページ)

3.め ず接地を行つてください。

接地しない場合、感電、誤動作のなれがあります。             (64,68ページ)

4.定 格にあつた外部電源を接続してください。

定格と実なつた外部電源を接続すると爆発、火災のおれがあります。     (68,70ページ)

5.配 線作業は、資格のある専門家が行つてください。

配線を棋ると火災、改庫、感■のなれがあります。             (68,70ページ)
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安全上のこ注意

貧全のために次のことはめず守つてください

【使用上の注意】

◇危険
1.非 常停止回路、インターロック回路などはPCの 外部で構成してください。

PCに 故障、誤動作が生じた場合、人身事故に到る危険性があります。

また、機械の破損をまねく恐れもあります。                  (72ページ)

△注意
2.通 電中はモジュール、ユニットの麟子台カバーを必ず付けた状態で使用し、端子には絶対に触らな
いてください。

感電のおれがあります。 (6ページ)

運転中のプログラム変更、強制出力、RUN(運 転)、HAとT(停 止)などの操作は十分安全を確認
して行つてください。

操作ミスや安全確囲の怠りにより、機械の破損や事故が起こる恐れがあります。

電源は次の順序で投入するように外部回路を構成してください。

PC本 体の電源投入一チ 1/Oモジュ…Jレと外部負雨電源投入

この投入順序が守られていない場合、誤動作により機構の破損や事故の恐れがあります。

(71ページ)

5.PC本 体や!/Oモジュールの動作設定スイッチは、指定された捜定方法及び内容を設定してくださ

３

４

い 。

指定外のスイツチ設定は故障、誤動作の原因となります。 (8ページ)

6.電 源モジユー'レ、CPUモ ジユー,レ、1/Oモジュー'レはT3/T3H専 用ですので、必ずベースユニッ
トに取り付けて使用してください。単独での使用及び他の用述への使用はおやめください。

感■、ケガのなれがあり、また故障の原因となります。 (61ページ)

7.vOモ ジュー'レヘ供結する外部電源はできるだけ負南電源と共同にしてください。これができない

場合は、外部電源と負荷電源が同時にオフするようシステムを構成してください。
システムの安全上、必ず負荷電源をPC本 体の電源よりも先にオフするようにしてください。
これらが守られていない場合、機構の破損、事故のなれがあります。 (71ページ)

8.リ レー出カモジュールには過負荷保産のため、電流奮■に含ったヒューズを外部回路に必ず取り付
けてください。

負荷短密などにより機械の破損や事故の恐れがあります。 (57ページ)
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安全上のこ注意

費会のために次のことは必ず守つてください

【使用上の注意】

△注意
コネクタ、ケープルの接続、及びモジュールのベースユニットヘの装おは、ネジ止めされ、抜け

る、ぐらつくということがないよう確実に固定されていることを確田してください。

ネジ止めが不十分ですと、振動などによる故障、誤動作の原因となります。     (61ページ)

煙が出ている、実臭がするなどの異常状態のまま使用しないでください。火災や感電の原因とな

ります。このような場合は直ちに全ての電源を切り、主社店 (販売店)ま たはサービス代理店に連

絡してください。

お雷様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないてください。

(74ページ)

取扱説明Bい に記働のサンプルプログラムは、お書様にて動作確調を行つた後使用してください。

獣動作による事故を防ぐために、通周前に十分確田を行つてください。

９

０

【保守について】

△注意
ブヽ ッテリの十、一の逆接続、売電、分解、ag熱、火中投下、ショートは抱対に行わないでくださ

い。爆発、発火の恐れがあります。                       (78ページ)

ユニット、端子台、配線ケーブルのお脱は、嚇ず電源を切った状態で行つてください。
電源が入つたままの状態で作業しますと、感電のなれがあり、また獣動作、故障の原因となること

２

があります。

3.ヒ ューズ、ブヽッテリは指定品と交換してください。

指定品以外を使用しますと火災、故障の原因となります。

(81ページ)

(76ページ)

4.シ ステムを常に正常に保ち、不要なトラブルを末然に防ぐために、日常点検、定期点検、清掃を

実施してください。 (74ページ)

5,PCが 正常に動作しない場合は、本■の 「異常発生時の確認事項Jを 参考に確田してください。改

障発生時は、支社店 (販売店)ま たはサービス代理店に連絡し、返却及び修理依頼をしてください。

当社または指定サービス店以外での修理では、動作及び安全の保証は致しかねます。

(81ページ)

6.リ レー出力に使用している有接点リレニは、接点の摩耗による寿命があります。

本■に配的の接点寿命を確田して、寿命を超えないように使用してください。また、寿命を超える

場台は代品に交換してください。

リレーの接点寿命を超えると接点の接触不良などで出力異常が発生し、機械破損や事故のされがあ

ります。 (57ページ)



安全上のこ注意

安全のために次のことはめず守つてください

【保守について】

△注意
7.ブ ッヽテリは2年毎に交換してください。

ノヽッテリの消耗によりPCに 保存してあるデータやプログラムが消失し、誤動作による機械の破損
や事故の恐れがあります。                          (78ページ)

8.PC本 体及びモジュールのハードウェア、′ヽッテリの分解、改造、及びOS等 のソフトウェアの改
造は絶対に行わないでください。

故障、棋動作により火災、感電、ケガのおれがあります。             (76ページ)

0.点 検時にモジュー'レの電源麟子部にて電源電圧を測定する場合は、十分注意して作業を行つてく
ださい。

感電の恐れがあります。                           (76ページ)

Ю.‖/0モ ジュールの交換は必ず電源を切つた状態で行つてください。

感電、誤動作、故障の原因となることがあります。

やむをえず1/O活線お脱機能を使用する場合は、作業の安全に十分注意してください。

(87ページ)

一
Vt―
一



安全上のこ浅意

製品廃棄に関するお願い

製品の廃棄は次のように行つてください。

●製品の廃棄   T3/T3Hのユニツト及びモジュールを廃棄する場合は通常の廃棄物と

は区別し、産業廃棄物として処理してください。

● バ ッテ リの 廃 棄  バッテリは
一般の電泡と同様に処理してください。

分解したり焼却したりすると爆発の恐れがありたいへん危険です。

分解、焼却は行わずそのまま廃棄してください。

また、リテウムバッテリは十・―をショートすると発煙、発火に到ります。

リード線などは切断、分解せずに十。一がショートしないよう廃棄してく

ださい。

~Vit~



安全上のこ注意

本体および本文中での使用マークについて

【PC本 体の書告マークについて】

このマークは危険箇所の警告マークです。本体で感電の恐れのある場所や誤配線などにより本体を

破壊する恐れのある場所に張り付けてあります。

このマークのある場所には次のことに注意してください。

電源が入つた状態で電源モジュールの電源入力端子に融れると感電し、たいへん危険です。

電源入力端子には触れないてください。

安全のため、配線時や保守 ・点検のときには財ず電源を切つてください。

故障や破壊の原因となりますので、電源入力端子には正しく配線し、規定電圧範囲を超えた電圧を印力8しな

いてください。                ト

２

３

【書告シーJレについて】

△ CAUTBOH

△
Da nottam t-3
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網足

このワクは本轡の中で必ず読んでいただきたい箇所についています。
T3/T3Hの 取扱い方や操作方法などで特に注意していただきたいことが琶

かれています。必ずお読みください。

PCの 電源端子部に、左図の警告シールが取り付けら

れています。(24V以下の電源は除く)

シールを台紙からはがして、PC本 体またはPCの 近

くの見やすい場所に貼ってください。

シールには利文と英文がありますので、必要に応じ

て使い分けてください。

なお、配線時にはシール台紙を取り除いてください。

万一、シールの破損などがありましたら、販売店ま

でこ連絡ください。

【本文中でのマークについて】
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本書を読み始める前に

本書の目的  この説明書は、プログラマブルコントローラT3/T3Hの 基本部ハード

ウェアについて構成、仕様、取付 ・配線方法、保守 ・保全方法を述ぺた

ものです。

本書の範囲  この説明書はT3/T3Hシ ステムの全体構成の中の下記の範囲をカバー

します。

基本部  !CPUモ ジュール

電源モジュー)レ

ベース

拡張インタフェースモジュー)レ

基本D1/O t32点 DC入 カモジュール (DC12-24V)

64点 DC入 カモジュール (DC24V)

32点AC入 カモジュール (AC100V、 AC200V)

16点DC出 カモジュール (DC12-24V)

32点 DC出 カモジュール (DC12-24V)

64点 DC出 カモジュール (DC5-24V)

16点AC出 カモジュー)レ(AC100/200V)

32点AC出 カモジュー)レ(AC100/200V)

32点接点出カモジュール (AC240V/DC24V)

16点独立接点出カモジュール (AC240V/DC24V)
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本書を読み始める前に

T3/T3H説 明書体系 T3/T3Hシ ステムの説明書として以下の説明書を準備しています。

「T3/T3Hハ ードウェア説明書」(本書)

T3/T3H基 本部、基本1/Oについて、仕様、取り扱い方法、保守、保全

方法を述べています。

「T3/T3H本 体機能説明書」

T3/T3Hの CPUが 持つている機能とその使用方法を説明し、ユーザプ

ログラムを作成するために必要な情報について説明します。

「Tシ リーズ命令語説明書―ラダー図、SFC編 」

T3/T3Hが サポートするプログラム言語のうち、ラダー図とSFCに つ

いて、各命令語の仕様詳細を説明しています。

「Tシ リーズプログラマ操作説明書一入門編」

パーソナルコンピュータに、Tシ リーズプログラム開発システム (T―

PDS)を 組み込み、プログラマとして機能させるための手順、及びプロ

グラミングの基本操作について説明しています。

「Tシ リーズプログラマ操作説明書一応用編」

Tシ リーズプログラム開発システム (T―PDS)を 使用して、T3/T3H

のプログラムを作成、デバッグ、プリントアウト及び保存するための操

作方法について説明しています。

「Tシ リーズコンピュータリンク機能説明書」

T3/T3Hの CPUが 内蔵しているコンピュータリンク機能について、仕

様、取り扱い方法を述べています。

「データ伝送装置TOSLINE―S20概 説書」

TOSLINE―S201こよるデータリンクシステムの中でPCを 使用する場合

のシステム構成、機器構成、及びTOSLINE―S20の機能、性能、取り扱

い方法について説明しています。

「データ伝送装置TOSLINE―F10榔説書」

TOSLINE中F10とリモート1/Oシステムを使用する場合のシステム構成、

機器構成、及びTOSLINE―F10の機能、性能、取り扱い方法について説

明しています。
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本書を前み始める前に

辛 「T3アナログ入カモジュール取扱説明書」

アナログ入カモジュールの仕様、取り扱い方法について説明していま

す。

ネ 「T3アナログ出カモジュール取扱説明書」

アナログ出カモジュールの仕様取り扱い方法について説明しています。

キ 「T3バルス入カモジュール取扱説明書」

パルス入カモジュールの仕様へ取り扱い方法について説明しています。

辛 「T3ASC‖ モジュール取扱説明書」

ASCIIモジュールの仕様、取り扱い方法について説明しています。

ホ 「T3位置決めモジュー)レ取扱説明書」

2軸位置決めモジュールの仕様、取り扱い方法について説明していま

す。

キ 「T3状態変化検出付ディジタル入カモジュール取扱説明書」

状態変化検知モジュールの仕様、取り扱い方法について説明していま

す。

ネT3/T3Hで 使用できます。

~X,~~
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1 システム構成

1  .  1

T3/T3H本 体構成

電源モジューリレ

拡張インタフェース

モジュール

電源モジュール

T3及びT3H(以 降PCと 称す)本 体は、電源モジュール、CPUモ ジュ

ール、ベース、拡張インタフェースモジュール、拡張ケーブル、及び

1/Oモジュールによって構成されます。

拡張インタフェース
モジュール

CPUモ ジュール

1/0モジュール

ベース ー

拡張ケーブル

ベース ー
― 拡張ユニット

1/Oモジュール

一 - 1 -



1 システム構成

PCの 基本部を構成する告モジュール (1/Oモジュールを除く)に は各々

下表の種類があります。

● 電源モジュー)レ

形 式 概   要

PS361 電源電圧AC100/200V端 子切換)、基本/拡 張共用
２ PS332 電源電圧 DC24V、 昼本/拡 張共同

● CPUモ ジュール

T3

● ベース

● 拡張インタフェースモジュール

● 拡張ケーブル

形 式 概   要

1 PU315 SRMA、 32Kス テップ、ラダー、SFC
２ PU325 EEPROM ttSRAM、 32Kス テップ、ラダー、SFC

Ｈ３Ｔ

形 式 概   要

1 PU325H EEPROM ttSRAM、 32Kス テップ、ラダー、SFC
２ PU326H EEPROM ttSRAM、 64Kス テップ、ラダー、SFC

形  式 概   要

BU31A
基本用

1/010枚装着用
２ BU315 1/05枚 装着用
３ BU35B

用張拡
1/011枚装着用

４ BU356 1/06枚 装着用

形 式 概   要

1 ３Ｆ

基本用 聾重母【雷最大2m
総延長最大6m

２ IF321
３ IF351 拡張用
４ IF312 基本用

遠距離タイプ

ケーブル総延長最大40m
５ IF352 中間用
６ IF353 終端用

形 式 概   要

1 CS3R5 ｍ
５０

標準タイプ

両端コネクタ (50ピン)付 き
２ CS301 ｍ

３ CS302 ｍ
２

４ CL3R5 ｍ
５０

澄距離タイプ

両端コネクタ (68ピン)付 き

５ CL301 ｍ

６ CL305 ｍ５

７ CL310 ｍ０

８ CL320 20m
９ CL340 ｍ０４
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1 システム構成

1 . 2

ユニット構成

標準

IF311

(基本用)

IF351

(拡張用)

IF351

1F351

(拡張用)

遠距離

IF312

(基本用)

IF352

(中間用)

IF352

1F353

(終端用)

(1)最 小構成

基本ユニット1台の構成が PCの 最小構成となります。この場合基

本のベースを使用します。

1/010枚用基本ベース
1/0320点 (32点1/O使用時)

電

源

Ｃ

Ｐ

Ｕ

１

／

Ｏ

１

／

Ｏ

１

／

Ｏ

１

／

Ｏ

１

／

Ｏ

1/05枚用基本ベース
1/0160点 (32点yO使 用時)

(2)最大構成

①lF311及びIF312を使用する場合

IF311とIF312はT3及びT3H用の拡張インターフェースモジュール

です。

基本ユニット1台に対して拡張ユニツトを3台まで接続することが

できます。この場合、基本ユニットには基本用のベースを、拡張ユ

ニットには拡張用のベースを使用します。

yO点 数 (32点yO使 用時)

スぺ．　一ス
鯛
藤
川
倣
輪
詔

電

源

Ｃ

Ｐ

Ｕ

１

／

Ｏ

１

／

Ｏ

１

／

Ｏ

１

／

Ｏ

１

／

Ｏ

１

／

Ｏ

１

／

Ｏ

１

／

Ｏ

１

／

Ｏ

１

／

Ｏ

基本ユニットのみの場合拡張インタフェースモジュールは不要です。

基本ユニット
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1 システム構成

②lF321を使用する場合

IF321はT3H専 用の拡張インターフェースモジュールです。

基本ユニット1台に対して拡張ユニットを6台まで接続することが

できます。

最大76台の1/Oモジュールが実装できます。

O i O 1 0 1 0 i O l

A_1_上_上_1稽擦1鍛響笹安

拡張ユニツトNol

拡張ユニツトNo 2

拡張ユニットNo3

拡張ユニットNo4

拡張ユニットNo5

| | | 1 11024点 /11枚用ベース

!__1__」__上__1544点/6枚用ベース
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1 システム構成

網足

(1)基本ユニットには基本用の拡張インタフェースが拡張ユニットに

は拡張用の拡張インタフェースが必要です。(図中のIF)

(2)ベ ースのサイズ (基本 10枚または5枚用、拡張 11枚用または6

枚用)に よる組み合わせ上の制約はありません。

(3)標準タイプの拡張インタフェースを使用する場合には、全てのユ

ニット (基本、拡張共)に 標準タイプの拡張インタフェースを装

着します。この場合、拡張ケープル長はユニット間最大2m、 総

延長最大6mで す。

(4)遠距離タイプの拡張インタフェースを使用する場合には、全ての

ユニット (基本、拡張共)に 遠距離タイプの拡張インタフェース

を装着します。この場合、拡張ケーブル長は総延長最大40mと

なります。

(5)標準タイプの拡張インタフェースの場合には、装着する1/Oモジ

ュールの内部5V消 費電流によって、拡張ユニットに電源モジュ

ールが必要かどうかが決まります (1.9電 源容量の検討の頂参

照)。ユニット電源装着有無によって拡張インタフェース上の電

源モードプラグを切り換える必要があります。

(6)遠距離タイプのFA張インタフェースの場合は、全ての拡張ユニッ

トに電源モジュールが財要です。

(7)拡張ケープルは、標準タイプの拡張インタフェース、遠距離タイ

プの拡張インタフェースの各々について専用です。

(8)遠距離タイプの拡張は1系統のみです。

- 5 -



1 システム構成

1.3

電源モジュール 電源モジュールには、電源電圧に応じて下表の2種類があります (基本

用/拡 張用の区別はありません)。電源モジュールは、基本ベース及び拡

張ベースの左端に装着します。ただし、標準タイプの拡張インタフェー

スによって接続される拡張ベースには、電源モジュールが不要となる場

合もあります。電源モジュールの要、不要については、1.9電 源容量の

検討の頂をこ覧ください。

形 式 定格電源電圧 電源周波数

PS361 AC100-120V/200-240V(切 換) 50/60Hz

PS332 DC24V

PS332

酷子台着脱ネジ

運転信号出力端子

電圧切換え端子

(館」88:燃↓
電源入力端子

ラインフイルタクラン|

フレームグランド端

モジューサレ固定ネジ

LED

ネジ (上下2ヶ)

端子 (RUN出力)

端子

堪然い福働

ヽ

＼ _

PS332

POWER・

PROSEC

T3

TOSH18A

、2ひ

．明コＮｃ
Ｎｃ
ｉｒヒ　ボ斥〕翁

ルタグランド端子
プランド端子 一

通電中はモジュール、ユニットの端子台カバーを必ず付けた状態で

使用し、端子には絶対に融らないてください。

感電の恐れがあります。
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1 システム構成

POWER LED(緑 )

内部5V電 源正常時点灯

ヒューズ t

PS361用 …AC250V-3A(予 備ヒューズ lヶ 添付)

PS332用 …AC250V-6A(予 備ヒューズ lヶ 添付)

運転信号出力端子 (RUN出 力)i

PCが RUN状 態のときにONに する la接 点です。

接点出力…AC240V/DC24V… 2A(rnax)

(拡張ユニットでの使用も可能)

電圧切換端子 :(PS361の み)

電源電圧に応じて短絡または開放します (短絡バー添付)

AC100-120V… 短絡

AC200-240V… 開放

電源入力端子 :

電源ラインを接続します。

ラインフイルタグランド端子 (LC):

電源 1次側ラインフィルタのq3性点です (接地用端子)

フレームグランド端子 (FC):

PCの フレームに接続されています。(授地用端子)

内部回路SC(シ グナルグランド)と はコンデンサを介して接続され

ています。

稲足

(1)電圧切換端子 (PS361)の 設定を間違えると、モジュールの損傷

や誤動作の原因となりますのでこ注意ください。

(2)外 部電源条件については、2.1-般 仕様を参照ください。

(3)端子ネジサイズはM3.5です。接地配線及び電源配線については、

4.5接 地及び4.6電 源配線の頂を参照ください。

- 7 -



1 システム構成

1.4

CPUモ ジュール CPUモ ジュールには、機能により下表の4種 類があります。

T3: PU315/PU325

T3H:PU325H/PU326H

状態表示 LED(RUN′ FAULT〕/OfBAT)

RAM/ROM切 換スイッチ

運転モードスイッチ
(HALT/RUN/P,RUN)

/ ツヽテリカノヽ一

プログラマ用 RS232Cポ ート
(D―SUB 9ピン、メス)

コンピュータリンク用 RS485ポ ート
(D―SUB 15ピン、メス)

ICメモリカード挿入□

iCメモリカードイジェクトボタン

モジュー)レ固定ネジ

名 称 形 式 様仕

３Ｔ

PU315 SRAM(バ ッテリバックアップ)、ユーザプログラム32K
ステツプ、ラダー、SFC

PU325 EEPROM ttSRAM(バ ッテリバックアップ)、ユーザプ
ログラム32Kステップ、ラダー、SFC

T3H

PU325H EEPROM+SRAM(ノ ッヽテリバックアップ)、ユーザプ
ログラム32Kステップ、ラダー、SFC

PU326H EEPROM+SRAM(バ ッテリバックアップ)、ユーザプ
ログラム64Kステップ、ラダー、SFC

PU315

RUN●
●AULT●
●BATレ 00

鞘N9担T喜

PC本 体や1/Oモジュールの動作設定スイッチは、指定された設定方

法及び内容を設定してください。

指定外のスイツチ設定は故障、誤動作の原因となります。

- 8 -



1 システム構成

Ａ 状態表示LED i

RUN

(緑)

点灯 ユーザプログラム実行状態 (RUNモ ード時)

点滅 実行中断状態 (HOLDモ ード時)

消灯 実行停止 (HALTモ ード)ま たはエラー状態

FAULT

(赤)

点灯 CPU/プ ログラム異常時

点溺 ハードウェア初期化異常時

消灯 正常時

1/O

(赤)

点畑 1/○異常時

点滅 ハードウェア初期化異常時

消灯 正常時

BUTT
(緑)

点灯 バッテリ電圧正常時

消灯 ノヽッテリ電圧低下時

(B) RAM/ROM切 換スイッチ :

電源立ち上げ

時の位置

CPU種 屑」 CPUの 動作
(帥 へのカ カ ム転送の有無及び転送元)

RAM
PU315
PU325
PU325H
PU326H

ICメモリカード装着の有無にかかわらず
RAMの 内容で立ち上がります。(プログラ
ム転送なし)

ＭＯＲ

PU315

ユーザプログラムが格納されたICメモリカ
ードが装着されているときは、lCメモリカ
ードの内容をRAMに 転送してから立ち上が
ります。(運転モードスイッチがP―RUNの
ときは、転送を行いません)

iCメモリカード非装着時、または装着され
たICメモリカードの内容がユーザプログラ
ムでないときは、転送は行わず、RAMの 内
容で立ち上がります。

PU325
PU325H
PU326H

ユーザプログラムが格納されたiCメモリカ
ードが装着されているときには、ICメモリ
カードの内容をRAMに 転送してから立ち上
がります (運転モードスイツチがP―RUNの
ときは、転送を行いません)

iCメモリカード非装着時は、または装着さ
れたICメモリカードの内容がユーザプログ
ラムでないときには、EEPROMの 内容を
RAMに 転送してから立ち上がります。(運
転モードスイツチがP―RUNの ときは、転送
を行いません)

- 9 -



1 システム構成

(C) 運転モードスイツチ :

スイッチ位置 能機

HALT

ユーザプログラム実行は停止されます。(HALTモ ード)
プログラマによる運転モード変更は無効です。
プログラミングは通常この状態で行います。

RUN

スイッチをRUNに 切り換えるとユーザプログラム実行
が開始されます。(RUNモ ード)
プログラマによる運転モード変更が可能です。
ユーザプログラム、ユーザデータ共書き込みプロテクト
は解除状態となります。

P―RUN

スイッチをP―RUNに 切り換えるとユーザプログラム実
行が開始されます。(RUNモ ード)
プログラマによる運転モード変更が可能です。
ユーザプログラムとデータレジスタの先頭4Kワ ードは
書き込みプロテクト状態となります。

●T3では運転モードスイッチとRAM/ROM切 換スイッチの組み合わせ

により電源立ち上げ時のモード遷移を選択します。(下表)

●T3Hて はプログラマ (T―PDS)で 設定するシステム情報の中のスタ
ートモードによって立ち上げ後の運転モードが決められます。

スタンノヽイ :HALTモ ードで立ち上がります。

オ ー ト!RUNモ ードで立ち上がります。

RAM/ROM
モード

スイッチ

王ろ上げ後

のモード
備 者

ＭＡＲ HALT HALT

RUN HALT
HALTモ ードで立ち上がり、プ
ログラムからの運転コマンドま
たは運転モードスイッチ切り換
え (HALT→ RUN)に よる起動
待ちとなります。P―RUN HALT

ROM

HALT HALT 前ページの表の条件に従つてプ
ログラム転送を行います。RUN RUN

ＮＵＲＰ RUN
プログラム転送は行わず、RAM

の内容で立ち上がります。
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1 システム構成

足

T3においてRAM/ROM切 換スイッチがRAM側 の状態で電源を
投入したときには自動運転には入りません。従つて通常稼働時は、
CPUモ ジュールの種局」にかかわらずROM側 にして運転してく
ださい。

RAM/ROM切 り換えスイッチがROM側 の状態で、RUNモ ード
に切り換えたとき、前ページの表の条件に従つてプログラム転送
が行われてから運転が開始されます。

電源投入時及びRUN起 動時に行われるプログラム転送をイニシ
ャルロードと呼びます。イニシャルロードの詳細については、則
冊 「T3/T3日 本体機能説明書」を置覧ください。

運転モードの詳細については、別冊の 「T3/T3H本 体機能説明
書」をご覧ください。

運転モードスイツチを操作した際、RAM/ROM切 換えスイッチ
に手指が触れないように注意してください。RAM/ROM切 り換
えスイッチがROM側 に切り換わると、イニシャルロードを行つ
てしまいます。

３

４

５
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1 システム構成

([))

(E)

バツテリーカバー :

ユーザプログラム、ユーザデータ、及びカレンダデータのバツクア

ップ用バッテリ (形式 :TBT911*AS)を 装着します。(5.4バ ッ

テリ交換の頂参照)

プログラム用RS232Cポ ート:

プログラマ (T―PDS)を 接続するために使用します。

T3においてはハンディプログラマHP911も このポートに接続します。

コンピュータリンク用RS485ポ ート:

PCは 、上位コンピュータやインテリジェント機器とデータ授受を

行うためのコンピュータリンク機能を標準装備しています。

本機能の概皓仕様とRS485ポ ートのコネクタピン配列を次頁に示し

ます。

なお、本機能の詳細については別冊の 「Tシ リーズコンピュータリ

ンク機能説明書」をこ覧ください。

Ｆ

伝送路構成
ノヽ一ティライン

(マルチドロップ)

残 ション数 主局 (コンピュータ)1台 に

対して従局 (PC)最 大 32台

伝送距離 最大 l km(総 延長)

インタフェース RS485準 拠

伝送速度 (bps) 300、 600、 120、 2400、 4800、

9600、 19200 (指曇〕R)

応答方式 会話型 (主局の要求コマンド

送信に対する該当従局の返信

応答)

機能

(上位コンピュータ

がPCに 対して実薪

できる機能)

データ雪き込み/読 み出し

運転状態監視

運転モード制御

プログラムダウンローデイ

ング/ア ップローディング

信号名
ン

号

ノ
】
に
ヨ

83暑 方向

保安用接地 1 ＧＦ

信号用接地

７

一
８

一
１５

ＧＳ

送信データ
TXA

PC→
TXB

受信データ

２ RXA
PC←

RXB

送信要求

５ RTSβ
PC→

ヽiじE

送信可

４ 3TS沖
PC←

TSE

(C) ICメモリカード挿入□/イ ジェクトボタン :

iCメモリカード (形式 :ME914、 SRAM256Kノ イヽト)を 装着しま

す。ICメモリカードを装着することによってユーザプログラムの□

―ド/セ ーブ、拡張フアイ)レレジスタとしての利用などが行えます。

(5.61Cメモリカード取扱方法の頂参照)
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1 システム構成

1.5

ベース  ベースには基本ユニット用と拡張ユニット用があり、また各々について

2種類のサイズがあります。従つて下表のように合計4種類があります。

形 式 用  途 装着モジュール数

BU31A
基本用

電源×1,|ド×1,CPU Xl,1/OX10

BU315 電源×1′IF×1,CPU Xl,1/0×5

BU35B
FA張用

電源Xl,IF×1′1/OXll

BU356 電源Xl′IF×1′1/O×6

キ)表 中のIFは拡張インタフェースを示します。

BU31A BU315

全てのベースの左端コネクタは電源モジュール専用、その右隣のコネク

タは拡張インタフェースモジュール専用です。

また、基本用のベース  (BU31A、 BU315)の 左から3番 目のコネク

タはCPUモ ジュー)レ専用です。

禍足

モジュールを装着しないコネクタは、内部に異物等が入らないように
コネクタについているキヤップをとりはずさないてください。

‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖ ‖‖‖‖‖‖

‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖ ‖‖‖‖‖‖
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システム構成

1.6

拡張インタフェース  拡張ユニツトを接続する場合には、基本ユニット及び拡張ユニットに各

モジュー)レ  拡々張インタフェースモジュールを装着します。

拡張インタフェースモジュールには、ケープル延長距離によつて、標準

タイプと遠距離タイプの 2種 類があります。なお、基本ユニットには基

本用を、拡張ユニットには拡張用を装着します。

形 式 用 途 種 月

３Ｆ 基本用 標準タイプ IF321は2系統の拡張用 (T3Hのみ)

ユエット間最大2m、 ケーブル総延長最大6mIF321 基本用

IF351 拡張用

IF312 基本用 遠距離タイプ

ケープル総延長最大40miF352 Fh張用

(中間)

IF353 拡張用

(終端)

(標準タイプ星本用)

2系 統  1系統

(標準タイプ拡張用)

拡張コネクタ (CH2側 ) 拡張コネクタ (IN側)
前段のユニットから2系 統目次段のユニットヘ

拡張コネクタ (CHl側 )
1系統目次段のユニットベ

拡張コネクタ (OUT側 )
次段のユニツトヘ

T3H用 丁3/T3H用

- 1 4 -



1 システム構成

標準タイプ、遠距離タイプ間での互換性はありませんので、 1つの

拡張構成で標準タイプと遠距離タイプの混在はできません。

拡張ケーブルは、標準タイプ、遠距離タイプの各々について専用で

あり、互換性はありません。(1,7拡張ケーブルの頂参照)

標準タイプの場合、拡張ユニット電源モジュールが必要かどうかは、

使用する1/Oモジュールの内部5V消 費電流によつて決まります。

(1.9電源容量の検討の頂参照)

IF351については、自ユニットの電源モジュール有無によつて下図

のように電源モードプラグを切り換えてください。

電源モジュー)レ有 …・1-2短絡

電源モジュー)レ無 ・・・1-3短絡

＼ 正面

* 出荷時設定は1-2短絡 (電源モジュール有)

・ 遠距離タイプの場合、基本ユニットにはIF312を、中間の拡張ユニ

ットにはIF352を、最終段の拡張ユニットにはIF353を使用してく

ださい。

・ 遠距離タイプの場合には、全ての拡張ユニットに電源モジュールが

財要です。

1.フ

拡張ケ
ー
ブ)レ 下表の種類の拡張ケーブルを準備しています。

形 式 ケーブル長 種   別

1 CS3R5 ｍ
５〔
Ψ

標準タイプ

両端コネクタ (50ピン)付 き
２ CS301 ｍ

３ CS302 ｍ２

４ CL3R5 0.5m

遠距離タイプ

両端コネクタ (68ピン)付 き

５ CL301 ｍ

６ CL305 5 m

７ CL310 ０

８ CL320 ｍｎ
υ
２

９ CL340 ｍ０４

膨
瀧

一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一

モ

　

一
　

一

嚇
　
一Ю
」３ ＝

　

ｒ
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1 システム構成

1,8

1/Oモジュールー覧  本説明書では、基本1/Oモジュールとして、下表にリストアップした

モジュールの仕様及び取り扱い方法を説明します。

形 式 種 別 概皓仕様

Di334

DC入 力

32点 (8点 /コ モン)、DC12-24V、 10mA/点

Di334H
32点 (8点 /コ モン)、DC12-24V、 10mA/点 、、高速

応答

D1335 64点 (8点 /コ モン)、DC24V、 5mA/点

D1335H 64点 (8点 /コ モン)、DC24V、 5mA/点 、高速応答

Di344 32点 (8点 /コ モン)、DC48V、 5mA/点

IN354
AC入 力

32点 (8点 /コ モン)、AC100-120V、 10mA/点

IN364 32点 (8点 /コ モン)、AC200-240V、 10mA/点

D0333

DC出 力

16点 (8点/コ モン)、DC12-24V、2A/点 、5A/コ

モン

D0334
32点 (16点/コ モン)、DC12-24V、0.5A/点、5A/

コモン

D0335 64点 (8点 /コ モン)、DC5-24V、 100mA/点

D0344
3 2点 ( 1 6点/コ モン)、DC 4 8 V、 0 . 5 A /点 、5A /コ モ

ン

AC363

AC出 力

16点 (8点/コ モン)、AC100-240V、2A/点 、5A/

コモン

AC364
32点 (16点/コ モン)、AC100-240V、0.5A/点 、

3.2A/コ モン、5A/モ ジュール

R0364
接点出力

32点 (8点/コモン)、AC240/DC24V、 2A/点 、
5A/コモン

R0363S 16点 (独立接点)、AC240V/DC24V、 2A/点

缶1/Oモジュールの詳細仕様については、2.31/0モ ジュール1□別

仕様の頂をこ覧ください。

各1/Oモジュールの適用上の注意事頂について、第3章 にまとめま

すのでよくご覧ください。

1/Oモジュールは、機能的には、任意の1/○スロツト (電源、CPU、

拡張インタフェース用以外のスロツト)に 装着できます。ただしシ

ステム全体として耐ノイズ性を高めるために、弱電系1/○と強電系

1/Oを分離配置することを推奨します。(4.7入出力配線の頂参照)

-16-



1 システム構成

1 . 9

電源容量の検討  1枚の電源モジュール (PS361/PS332)か ら、CPUや 1/Oなどに供

給できる内部5Vの電流容量は最大7Aです (出荷時電圧設定5,lV)。

標準タイプの拡張インタフェースによって拡張ユニットを接続する場合、

前段のユニツトの電源モジュールによつて後段の拡張ユエット側の5V電

源がまかなえるときには、後段の拡張ユニットには電源モジュールは不

要となります。

なお、このとき、拡張ケーブルの抵抗値による5V電源の電圧ドロップを

考慮し、電源装着無しの拡張ユニットで4.75V以上であることが必要で

す。

内部5V消費電流
=CPU分 キIF(基本用)キ1/O(A)分
=崎 [A]

拡張ケープル抵抗
=RO[Ω ]

拡張ユニットNo.1

内部5V消費電流
=IF(拡張用)十1/O(B)分
=11[A]

拡張ケープル抵抗
=Rl[Ω ]

内部5V消費電流
=IF(拡張用)十1/O(C)分
=12[A]

拡張ケーブル抵抗
=R2[Ω ]

拡張ユエットNo.3

内部5V消費電流
=IF伍 張用)キ1/O(D)分
=13[A]

上図の構成で、拡張ユニットNo.1～ No.3が 電源無して可能であるため

の条件は以下の通りです。

(1) lo十11+修十13+く 7A

(2)5.1-Ro X(11+12キ 13)一Rl× (12+13)一R2× 13>4.75V

上記の2つの条件のうち、いずれか満足しないときには拡張ユニット側

に電源モジュールが必要となります。なお、拡張ユニットに電源モジュ

ールを装着した場合には、その電源は、その拡張ユニット及び後段の拡

張ユニットに5V電源を供結し、前段ユニットの5Vラインとは切り離さ

れます (OVラインは共通)。

基本ユエット

- 1 7 -



1 システム構成

例えば、拡張ユニットNo.2に電源モジュールを装着することにした場合

には、次の条件を満たしていることを確認してください。

|サ1 告,i」品 輸 <4.75V}基
本ユニットの電源の容量条件

lil 告.子ど晶 r倍 <4,75V}基
本ユニットNo.2の電源の容量条件

なお、電源容量に余裕がある場合でも、電源モジュールを装着しても間

題はありません。特に瞬停検出機能を使用する場合には、十分な電源余

裕を確保するために、各ユニットに電源モジュールを装着することをお

勧めします。(瞬停検出機能については局」冊の 「T3/T3日 本体機能説明

書」を参照してください。

２

欄足

拡張ユニットの電源モジュー)レ装着有無に応じて、拡張インタフ

ェース (IF351)の電源モードプラグを正しく設定してください。

この設定を間違えると正常に動作しません。また故障の恐れもあ

ります。(1.6拡張インタフェースモジュール参照)

遠距離タイプの拡張インタフェースを使用する場合には、全ての

ユニットに電源を装着する必要があります。

下表に拡張ケーブルの抵抗値 (代表値)を 、

ルの内部5V消費電流 (最大値)を 示します。

ください。

次ページの表に各モジュー

電源容量の検討に使用して

ケープル長 形 式 抵抗値 備  者

ｍ
質
υ
〔
υ CS3R5 38m Ω

標準タイプ

両端コネクタ (50ピン)付 きｍ CS301 66m Ω

ｍ２ CS302 112m Ω
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1 システム構成

種 別 名 称 形 式
内部5V
消費電流

拡張IF

標準タイ7FA張 インタフェース
(基本用)(1系 統用)

IF311 20mA

標準タイ7Fh張 インターフェース
(基本用)(2系 統用)(T3H専 用)

IF321 40mA

標準タイプ拡張インタフェース
(拡張用)

IF351 20mA

遠距離タイプ拡張インタフェース
(基本用)

IF312 800nlA

遠距離タイプ拡張インタフェース
`ф閤拡張日)

IF352 700mA

遠距離タイプ拡張インタフェース
(終端拡張用)

IF353 700mA

CPU

３Ｔ

CPU(SRAM) PU315 1.5Aや

CPU(EEPROM ttSRAM) ５２３ＵＰ 1.5Aキ

Ｈ３Ｔ

CPU(EEPROM ttSRAM) PU325H 1.5A

CPU(EEPROM ttSRAM) PU326H 1.5A

DC入 力

32点 DC入 力 (DC12-24V) Di334 100mA

32点 DC入 力 (高速応答)(DC12‐ 24V) Di334H 100mA

64点 DC入 力 (DC24V) Di335 170mA

64点 DC入 力 (高速応答)(DC24V) Di335H 170mA

32点 DC入 力 (DC48V)
４４つ

０Ｄ 100mA

ストロープ付32点 DC入 力 D1334S 220mA

AC入 力
32点 AC入 力 (AC100-120V) IN354 120mA

32点 AC入 力 (AC200-240V) IN364 120mA

DC出 力

16点 DC出 力 (DC12-24V) D0333 320mA

32点 DC出 力 (DC12-24V) D0334 210mA

64点 DC出 力 (DC5-24V) D0335 400mA

32点 DC出 力 (DC48V) ４４３０Ｄ 210mA

AC出 力
16点 AC出 力 (AC100… 240V) AC363 530mA

32点 AC出 力 (AC100-240V) AC364 800mA

接点出力
32点 接点出力

４６３ＯＲ 170mA

16点接点出力 (独立接点) R0363S 100mA

特殊 1/O

アナログ入力 (8チャネル) AD368 450mA

アナログ入力

(8チャネル、独立)

0～ 5V AD318 600mA

0～ 20mA AD328 600mA

±10V AD338 600mA

アナログ出力 (4チャネル)
電圧 DA364 180mA

電流 DA374 180mA

ノヽルス八カ (2チャネル) Pi312 800mA

ASCIIモ ジュール AS311 Ａ

2軸位置決めモジュール MC352 900mA

状態変化検知モジュー)レ CD332 300mA

伝送

TOSLINE― S20

同軸 SN321 800mA

光 SN322 800mA

同軸/光 SN323 800mA

TOSLINE… F10
マスターステーション MS311 600mA

リモートステニション RS311 600mA

TOSLINE― S20LP 光ループ,T3H専 用 SN325 800mA

イーサネット T3H専 用 EN311 700mA

デバイスネット マスタステーション DN311 600mA

キT3の CPUの 内部5V消 費電流HP911接 続時はMax。2.5Aで す。
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2 住横

2 . 1
-般 仕様 頂 目 仕 様 備 者

電

源

定格電圧 (1)AC100-120/200… 240V辛 PS361

(2)DC24V PS332

電圧変動範囲 (1)AC85～ 132/170～246V PS361

(2)DC20.4～ 28.8V PS332

電源周波数 50/60Hz PS361

周波数変動範囲 (1)47～ 63Hz PS361

許容瞬停時間 最低 10ms 瞬停時間設定機能

あり

所要電力 (1)80VA以 下 電源モジュール 1

枚の最大員荷状態(2)50W以 下

突入電流 (1)10A/AC100V、 20A/AC200W PS361

(2)6.5A/DC24V PS332

絶縁抵抗 DC500V絶 縁抵抗計にて

10M Ω以上

電源端子とFG間

絶縁耐圧 AC1500V l分 間 電源端子とFG間

使用周囲温度 0-55℃

保存周囲温度 -20～ 75℃

使用周囲湿度 20～ 90%RH 結露のないこと

雰囲気 腐食性ガスのないこと

塵挨 10mg/甫 以下

耐振動 」iS C 0040に準拠

(10～55Hz 9.8m/s2直交3方向

掃ヨ1 回数 缶 1 0 口)

電通無

耐衝撃 」iS C 0041に準拠

(150m/s2直交3方向 缶3口)

無通電

耐ノイズ性 1500Vp‐plμ s

(ノイズシュミレーションによる)

NEMA iCS3-304に準拠

電源ノイズ

耐静電ノイズ 」iS B 3502に 準拠 (ESD4相 当)

接地 第3種 接地

構造 制御盤内蔵形

冷却 自然空冷

重塁 約7.6kg 10枚用基本ベース

に1/0フル実装

細4.7kg 5枚用基本ベース

に1/Oフル実装

持端子短絡バー切換
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2 仕様

2.2

外形寸法

基本ユニット (1/0 10スロツト)

4-φ6

拡張ユニット (1/0 11スロツト)

4ゃ 6

基本ユニット(1/05スロット)

4 -ゅ6

拡張ユニット(1/0 6スロット)

4-φ6

コネクタ配線
タイプの1/O
モジュールは
163mmに な
ります。

コネクタ配線
タイプの1/O
モジュールは
163mmに な
ります。

・
…
ざ

向

――

岩

騨
愉

副

一-21-



2 仕様

2 . 3

1/Oモジュール|□別仕様

32点 DC入 力

形  式 D1334 D1334H

入力種別 DC入 力

入力形態 シンク/ソ ース共用

入力点数 32点、2ワード入力 (X2W)

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

定格入力電圧 DC12-24V

入力電圧変動範囲 DC10～ 26.4V

定格入力電流 10mA(DC24V時 )

入カインピーダンス 2.4KQ(DC24V時 )

作

圧

動

電

最小ON電 圧 9.6V

最大OFF電 圧 3.5V

答

間

応

時

OFF→ ON 10mS以 下 lms以 下

ON→ OFF 15ms以 下       11.5ms以 下

入力信号表示 缶点LED表 示、ON時 点灯、論理側

外部接続 38P着 脱式ネジ端子台、M3.5

コモン

構成

コモン数 4(系 統間絶縁)

1コモン当たりα
入力点数

8点/コ モン

コモン極性 無極性

ディレーティング条件
周囲温度40°C以上のとき同時ON点 数制約

あり (次ベージ参照)

内部消費電流 DC5V、 100mA以 下

絶縁抵抗 10M Ω以上 (DC500Vメ ガ)

絶縁耐圧 AC1500V、 1分間、 (系統間、内部一外部回路間)

重  塁 4200

回路構成

０

～

７

, ↑

卜 ~ ~ ~ 1 ‐

‐ ‐ ~ ~ ~ ~ ~ ― ― 由 ― ― ― ― ‐ ― ― ‐ … … … ― ― ―

H(」号8こ王王王:_________――‐‐‐‐―――――――由―――
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2 仕様

32点 DC入 力

(続き)

端子接続図

く∈>→ 入力電源 司

己
FDC12-24V

同時にONに てきるきる点数は、同日温度と入力電圧によつて、図のよ

うな制約があります。

入力同時ON点 数

32(100%)

26(80%)

20(60%)

-23-一



2 住横

32点 DC入 力

DC48V

形  式 D1344

入力種居」 DC入 力

入力形態 シンク/ソ ース共用

入力点数 32点 、2ワード入力 (X2W)

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

定格入力電圧 DC48V

入力電圧変動範囲 DC43.2～ 52.8V

定格入力電流 5mA(DC48V時 )

入カインピーダンス 9,3KΩ (DC48V時 )

作

圧

動

電

最」ヽON電 圧 Ｖ９２

最大OFF電 圧 10V

答

間

応

時

OFF→ ON 10ms以 下

ON→ OFF 15ms以 下

入力信号表示 各点LED表 示、ON時 点灯、論理側

外部接続 38P着脱式ネジ端子台、M3.5

コモン

構成

コモン数 4(系 統間絶縁)

コモン当たりの
入力点数

8点/コ モン

コモン極性 無極性

ディレーティング条件
周囲温度40°C以 上のとき同時ON点 数制限

(次ベージ参照)

内部消費電流 100mA

絶縁抵抗 10MΩ 以上

絶縁耐圧 AC1500V、 1分間

重   重 4200

回路構成

０

～

７

Ｃ０Ｌ

「
~ ~ ■

 1  _ _ 1

',~~~F二
~

Fも一一→T

LCl_

! , ~ ~ ~ 千

三
~

7と一一→一

HC00-一 →一
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2 仕様

32点 DC入 力

DC48V(続 き)

端子接続図
:入力電源
DC48V、 無極性

<デ ィレーティング条件>

同時にONて きる点数は、同日温度と入力電圧によつて、図のような制

約があります。

入力同時ON点 数

32(100%)

26(80%)

20(60%)

-25-
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2 仕様

64点 DC入 力 形  式 Di335 Di335H

局種力入 DC入 力

入力形態 シンク/ソ ース共用

入力点数 64点 、4ワード入力 (X4W)

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

定格入力電圧 DC24V

入力電圧変動範囲 DC18～ 26.4V

定格入力電流 5mA(DC24V時 )

入カインピーダンス 4.8KO(DC24V時 )

作

圧

動

電

最小ON電 圧 Ｖ６

最大OFF電 圧 Ｖ５

答

間

応

時

OFF→ ON 10ms以 下 lmS以 下

ON→ OFF 15ms以 下 1.5ms以 下

入力信号表示 缶点LED表 示、ON時 点灯、論理側

外部接続 40Pコネクタ×2

コモン

構成

コモン数 8(系 統間絶縁)

1コモン当たりの
入力点数

8点/コ モン

コモン極性 性極無

ディレーテイング条件 周囲温度40°C以上のとき同時ON点 数制約

あり (次ベージ参照)

内部消費電流 DC5V、 170mA以 下

絶縁抵抗 10MΩ以上 (DC500Vメ ガ)

絶縁耐圧 AC1500V、 1分間、 (内部一外部回路間)

重   塁 6000(付 属コネクタ富む)

□踏構成

CNl

OL?~~~~
; |

7LO

LC0 0___

8L9-一一→

LCl中

0卜に淳一一一→
HCOと__J

H8隅

LH8▼距ヨ

-26-一



2 仕様

64点 DC入 力

(続き)

端子接続図

CN2

(B)(A)

CNl

(A)(B)

H L ―  ―  L H

CN2 CNl
B  A A  B

CNl―L=XWn

CNl―H=XWn+1

CN2-L=XWn+2       1

CN2-H=XWn+3

1 
   く電淳 :入力電源

モジュール側コネクタ :FCN-365P040,AU(富士通製)

ケーブル側コネクタ (半日付けタイプ21□)は 標準添付

(ディレーティング条件)

入力時ON点 数 (コネクタ当り)

32(100%)

26(80%)

20(60%)

-27-

同日温度 (°C)



2 仕様

32点 AC入 力 形  式
４５３Ｎ ４６３Ｎ

入力種別 AC入 力

入力点数 32点、2ワード入力 (X2W)

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

定格入力電圧 AC100-120V AC200‐ 240V

入力電圧変動範囲 AC85～ 132V AC170～ 264V

入力電源周波数 50/60Hz(47～ 63Hz)

定格入力電流 10mA(AC100V、 50Hz

時)

10mA(AC200V、 50Hz

時)

入カインピーダンス 10KQ(50Hz)

8KQ(60Hz)

22Kぐ2(50Hz)

18KQ(60Hz)

作

圧

動

電

最小ON電 圧 AC70V AC140V

最大OFF電 圧 AC25V AC50V

答

間

応

時

OFF→ ON 15ms以 下

ON→ OFF 15ms以 下

入力信号表示 缶点LED表 示、ON時 点灯、論理側

外部接続 38P着脱式ネジ端子台、M3.5

コモン

構成

コモン数 4(系 統間絶縁)

1コモン当たりの

入力点数
8点/コ モン

ディレーティング条件 な し

内部消費電流 DC5V、 120mA以 下

絶縁抵抗 10MΩ 以上 (DC500Vメ ガ)

絶縁耐圧 AC1500V、 1分間、 (系統間、内部一外部回路間)

奎  塁 480g

回路構成

L

!胃
H品鍔

' 7 ~ …

~ ~ 千

‐ ~ ~ ~ ~ ― ― ― ― ― ― ― ‐ ― ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ― ― ―

F単
HClo一 一ギ
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2 仕様

32点 AC入 力

(続き)

端子接続図

くG汁:入力電源 AC100-120V(lN354)
AC200-240V(IN364)

網足

入力電圧にはできるだけ歪の少ない電源を使用してください。

(歪率5%以 下)

-29-



2 仕様

16点 DC出 力 形  式 D0333

出力種別 トランジスタ出力

出力形態 シンク出力

出力点数 16点、1ワード出力 (Y lW)

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

定格負荷電圧 DC12-24V

員荷電圧変動範囲 DC10～ 30V

最大負衛電流 2A/点 、5A/コ モン

ON時 飽利電圧 1.5V以下

OFF時 リーク電流 0.lmA以 下 (DC24V時 )

答

間

応

時

OFF→ ON lmS以 下

ON→ OFF lms以 下

出力信号表示 缶点LED表 示、ON時 点灯、論理側

モジュール状態表示
ヒューズ断/外 部電源異常表示LED(FL、 FH)、

異常時点灯

外部接続 20P着脱式ネジ端子台、M3.5

”
嗣

コモン数 2(系 統間絶縁)

1コモン当たりの
出力点数

8点/コ モン

コモン極性 一極

ディレーティング条件
周囲温度40°C以 上のとき負衛電流に制約あり

(次ページ参照)

内部消費電流 DC5V、 320mA以 下

絶縁抵抗 10MΩ 以上 (DC500Vメ ガ)

絶縁耐圧 AC1500V、 1分間、 (系統間、内部一外部回路間)

内蔵ヒューズ 6A/コ モン×2

サージ除云回路 ダイオード

重  塁 4109

回路構成

0
S

-7

LP
LC

(6A)

〓‐一‐‐ヤ‐‐‐‐‐一‐．

~ 0 8

1       S
トーーつ F
与 HP

―
貯

HC

―-30-



2 仕様

16点DC出 力

(続き)

端子接続図

封卜:員荷電源
DC12-24V

１

一
２

一
３

一
４

一
５

一
６

一
７

一
８

一
９

一
‐０

」Ｐ

一
」Ｃ

８

ｎ
Ｖ

２

Ａ
つ
０

Ｂ
４

C
質
０

Ｄ
食
υ

Ｅ

F
８

「

田 r

l.   HC

９

| ０２

同日温度により、最大員荷電流には下図のデイレーテイング条件があります。

負荷電流

同日温度 (°C)

2 A / 点
5A/コモン

1.5A/点
4A/
コモン

-31-一



2 仕様

32点 DC出 力 形  式 D0334

出力種別 トランジスタ出力

出力形態 シンク出力

出力点数 32点 、2ワード出力 (Y2W)

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

定格負荷電圧 DC12-24V

員荷電圧変動範囲 DC10～ 30V

最大負荷電流 0.5A/点 、5A/コ モン

ON時 飽利電圧 1.5V以下

OFF時 リーク電流 0.lmA以 下 (DC24V時 )

答

間

応

時

OFF→ ON lmS以 下

ON→ OFF lmS以 下

出力信号表示 缶点LED表 示、ON時 点灯、論理側

モジュール状態表示
ヒューズ断/外 部電源異常表示LED(FL、 FH)、

異常時点灯

外部接続 38P着 脱式ネジ端子台、M3.5

コモン

構成

コモン数 2(系 統間絶縁)

1コモン当たりの
出力点数

16点/コ モン

コモン極性 一
煙

ディレーティング条件
周囲温度40°C以 上のとき員荷電流に制約あり

(次ベージ参照)

内部消費電流 DC5V、 210mA以 下

絶縁抵抗 10MΩ 以上 (DC500Vメ ガ)

絶縁耐圧 AC1500V、 1分間、 (系統間、内部一外部回路間)

内蔵ヒューズ 6A/コ モンX2

サージ除云回路 ダイオード

重   塁 5309

0
;

― F

P24L

LC

(6A)

≡
‐

一 ‐

‐

一

‐

‐

‐

‐

‐

一

‐
．

- 0 0

1       S
L一―‐ F
十_P24H

― ― ― ―

締

H C

一-32-



2 仕様

32点 DC出 力

(続き)

端子接続図
引卜
:員荷電源 DC12-24V

ＨＣ

一　

ＮＣ

同□温度により、最大員荷電流には下図のディレーティング条件があります。

周囲温度 (°C)

し

0.5A/点
5A/コ モン

0.4A/点
4A/
コモン

―-33-



2 仕様

32点DC出 力

DC48V

形  式 D0344

出力種別 DC出 力

出力形態 シンク出力

出力点数 32点、2ワード出力 (Y2W)

絶縁方式 フオトカプラ絶縁

定格員荷電圧 Ｖ８４ＣＤ

員荷電圧変動範囲 DC43,2～ 52.8V

最大負荷電流 0.5A/1点 、5A/コ モン

ON時 飽利電圧 1.5V以下

OFF時 リーク電流 0.lmA以 下

答

間

応

時

OFF→ ON lmS以 下

ON→ OFF lmS以 下

出力信号表/TN 各点LED表 示、ON時 点灯、論理側

モジュール状態表示
ヒューズ断/外 部電源異常表示LED(FL、 FH)

異常時点灯

外部接続 38P着 脱式ネジ端子台、M3.5

コモン

構成

コモン数 2(系 統間絶縁)

コモン当たりの
入力点数

16点/コ モン

コモン極性 一極

ディレーティング条件
周囲温度40°C以 上のとき負衛電流に制限

(次ページ参照)

内部消費電流 210mA

絶縁抵抗 10MΩ 以上 (DC500Vメ ガ)

絶縁耐圧 AC1500V、 1分間

重里 5300

サージ除云回路 ダイオード

回路構成

0

I  S
一 F

臣 告 8H
与 HC

- 3 4 -



2 仕様

32点 DC出 力

DC48V(続 き)

端子接続図
引
卜 :員荷電源 DC48V

<デ ィレーテイング条件>

最大員荷電流には、同日温度により図のような制約があります。

負荷電流

同日温度 (°C)

0.5A/点
5A/コ モン

0 . 4 A / 点
4 A /
コモン

-35-



2 仕様

64点 DC出 力 形  式 D0335

出力種別 トランジスタ出力

出力形態 シンク出力

出力点数 64点、4ワード出力 (Y4W)

絶縁方式 フオトカプラ絶縁

定格員荷電圧 DC5/12-24V

員荷電圧変動範囲 DC4.5～ 95V/DC9.6～ 26.4V

最大員荷電流 0、lA/点 (DC9.6～26.4V)

0.05A/点 (DC4.5～9.5V)

ON時 飽利電圧 0.4V以 下

OFF時 リーク電流 0.lmA以 下 (DC24V時 )

答

間

応

時

OFF→ ON lms以 下

ON→ OFF lmS以 下

出力信号表示 缶点LED表 示、ON時 点灯、論理側

モジュール状態表示 な し

外部接続 40Pコネクタ×2

コモン

構成

コモン数 8(系 統間絶縁)

1コモン当たりの
出力点数

8点/コ モン

コモン極性 ―
極

ディレーティング条件 な し

内部消費電流 DC5V、 400mA以 下

絶縁抵抗 10MQ以 上 (DC500Vメ ガ)

絶縁耐圧 AC1500V、 1分間、 (系統間、内部一外部回路間)

内蔵ヒューズ な し

サージ除去回路 ダイオード

重  塁 550o(付 店コネクタ言む)

回路構成

年

１
　

　

　

　

０

０Ｌ

～

７Ｌ

ＬＣ

|:重踏
Ll

riE麟
1

riE翻
1

CNl

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

中
P 2 4 L 0

CNl側 回路と同じ   | |
― ― ― ― ― ― ― ― … … … … … … … … … … … … … ― ― ― ~ O H C l

２ＮＣ

「
―
□
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2 仕様

端子接続図

CN2

(B)(A)
P 2 4 H l l A A I A A I  P 2 4 L l

ｌ

Ｂ
ＣＮ
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1 1
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十 :認靴

製通

ケーブル側コネクタ (半日付けタイプ2個 )は 標準添付

64点 DC出 力

(続き)

-37-



2 仕様

16点 AC出 力 形  式 AC363

出力種別 トライアック出力

出力点数 16点、1ワード出力 (Y lW)

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

定格員衛電圧 AC100‐240V(50/60Hz)

員荷電圧変動範囲 AC24～ 264V(47/63Hz)

最大員荷電流 2A/点 、5A/コ モン

ON時 飽利電圧 1.5V以下

OFF時 リーク電流 1.OmA以 ]ヽ(AC100V、 50Hz)、

2.4mA以 下 (AC200V、 50Hz)

最小開閉電流 100mA(AC24V)、 50mA(AC100-240V)

最大突入電流 20A/20mS(1点 )、 40A/20mS(1コ モン)

応答

時間

OFF→ ON lmS以 下

ON→ OFF lmS+1/2サ イクル以下

出力信号表示 缶点LED表 示、ON時 点灯、論理側

モジュール状態表示
ヒューズ断表示LED(FL、 FH)、 ヒューズ断時点

灯

外部接続 20P着 脱式ネジ端子台、M3.5

コモン

構成

コモン数 2(系 統間絶縁)

1コモン当たりの

出力点数
8点/コ モン

ディレーティング条件 周囲温度40°c以上のとき員荷電流に制約あり

内部消費電流 DC5V、 530mA以 下

絶縁抵抗 10MΩ 以上 (DC5征 Wメ ガ)

絶縁耐圧 AC1500V、 1分間、 (系統間、内部一外部回路間)

内蔵ヒューズ 6A/コ モン×2

サージ除去□踏 CRス ナバ回路、/ リヽスタ

重  里 500g

回路構成

０
～

７

Ｌ
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2 仕様

）

Ｐ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

16点AC出 力

(続き)

端子接続図

:員荷電源

AC100-240V

周囲温度により、最大員荷電流には下図のデイレーティング条件があります。

員荷電流

周囲温度 (°C)

2 A / 点
5A/コモン

-39-



2 仕様

32点 AC出 力 形  式 AC364

出力種別 トライアック出力

出力点数 32点、2ヮード出力 (Y2W)

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

定格負荷電圧 AC100… 240V(50/60Hz)

員荷電圧変動範囲 AC24～ 264V(47～ 63Hz)

最大員荷電流 0.5A/点 、3.2A/コ モン、5A/モ ジュー)レ

ON時 飽利電圧 1.5V以下

OFF時 リーク電流
0.8mA以 下 (AC100V、 50Hz)

1.6mA以 下 (AC200V、 50Hz)

最小開閉電流 100mA(AC24V)、 50mA(AC100‐ 240V)

最大突入電流 20A/20mS(1点 及び1コモン)

答

間

応

時

OFF→ ON lms以 下

ON→ OFF lmS+1/2サ イクリレ以下

出力信号表示 各点LED表 示、ON時 点灯、論理側

モジュール状態表示
ヒューズ断表示LED(FL、 FH)、 ヒューズ断時点

灯

外部接続 38P着 脱式ネジ端子台、M3.5

コモン

構成

コモン数 2(系 統間絶縁)

1コモン当たりの
出力点数

16点/コ モン

ディレーティング条件 な し

内部消費電流 DC5V、 800mA以 下

絶縁抵抗 10M Ω以上 (DC500Vメ ガ)

絶縁耐圧 AC1500V、 1分間、 (系統間、内部一外きB回路間)

内蔵ヒューズ 6A/コ モン×2

サージ除云回路 CRス ナバ回路

重   二 540g

回路構成
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戸

2 仕様

3 2点 AC出 力

(続き)

端子接続図
〈∋
卜:負簡電源 AC100-240V

禍足

最小員荷電圧としてAC24Vま で使用可能です。ただし負荷電圧が

AC85V以 下になるとヒューズ断検出回路が作動する場合がありま

す。この回路が動作した場合、AC出 力動作には支障ありませんが、

ヒューズ断表示LED(FL、 FH)が 点灯し、CPUの 1/O異常フラグ

(特殊リレーS0009)が ONし ます。員荷電圧AC85V以 下での使用

の場合には留憲願います。
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2 仕様

32点接点出力 形  式 R0364

出力種別 リレー接点出力

出力形態 a接点

出力点数 32点、2ワード出力 (Y2W)

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

定格負荷電圧 AC240V/DC24V

員荷電圧変動範囲 ～AC264V/～ DC125V

最大員荷電流 2A/点 (抵抗員衛)、 5A/コ モン

接点ON抵 抗 50mΩ 以下 (初期値)

OFF時 リーク電流 な し

最小開閉電圧電流 DC5V、 10mA(50mW以 上)

応答

時間

OFF→ ON 10ms以 下

ON→ OFF 10ms以 下

出力信号表示 各点LED表 示、ON時 点灯、論理側

モジュール状態表示 外部電源異常表示LED(F)、 異常時点灯

外部接続 38P着 脱式ネジ端子台、M3.5

コモン

構成

コモン数 4(系 統間絶縁)

1コモン当たりの
出力点数

8点/コ モン

内部消費電流 DC5V、 170mA以 下

リレー

駆動用

外部

電源

定格電圧 DC24V

定格電流 300mA(DC24V、 全点ON時 )

電圧変動範囲 DC21.6～ 26.4V

機械的寿命 2000万 回以上

電気的接点寿命 次ベージ参照

絶縁抵抗 10M Ω以上 (DC500Vメ ガ)

絶縁耐圧 AC1500V、 1分間、 (系統間、内部一外部回路間)

内蔵ヒューズ な し

重  塁 510o

回路構成
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2 仕様

32点接点出力

(続き)

）

戸
―
―
―
―

―
―
―
―

―
―
―
―

下図に出カリレーの寿命曲線を示します。なおこのデータは開閉頻度1800□/

時における値であり、これより開閉頻度が激しい場合には寿命はさらに短くなり

ます。

開閉寿命

[万

200

開閉寿命
[万回

200

０

０

０

０

０

　

０

　

　

０

７

５

４

３

　

２

　

　

１

０

７

５

４

３

　

２

　

　

１

流艇
刺
開

Ｅ

交流負荷

０

０

０

０

０

　

０

　

　

０

７

５

４

３

　

２

０

７

５

４

３

　

２

　

　

１

端子接続図

０
　
十

:負荷電源
AC240V/DC24V

:リレー駆動用電源
DC24V

＼ ＼

＼鎧 ケ

練

＼ ヽ

ヽ

0.1 0.20.30.50.71 1.52 [A]0.1    0.2 0.3 0.50.7 1  1.52
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2 仕様

16点独立接点出力 形  式 R0363S

出力種別 リレー接点出力

出力形態 a接点

出力点数 16点、1ワード出力 (Y lW)

絶縁方式 フオトカプラ絶縁

定格員荷電圧 AC240V/DC24V

員荷電圧変動範囲 ～AC264V/～ DC125V

最大負荷電流 2A/点

接点ON抵 抗 50mΩ 以下 (初期値)

OFFttl」一ク電流 な し

最小開閉電圧電流 DC5V、 10mA(50mW以 上)

答

間

応

時

OFF→ ON 10mS以 下

ON→ OFF 10ms以 下

出力信号表示 各点LED表 示、ON時 点灯、論理側

モジュール状態表示 外部電源異常表示LED(F)、 異常時点灯

外部接続 38P着 脱式ネジ端子台、M3.5

コモン構成 16点独立接点 (缶点絶縁)

内部消費電流 DC5V、 100mA以 下

リレー

駆動用
外部
電源

定格電圧 DC24V

定格電流 145mA(DC24V、 全点ON時 )

電圧変動範囲 DC21.6～ 26.4V

機械的寿命 2000万□以上

電気的接点寿命 次ページ参照

絶縁抵抗 10M Ω以上 (DC500Vメ ガ)

絶縁耐圧 AC1500V、 1分間、 (系統間、内部一外部回路間)

内蔵ヒューズ な し

重  曇 ｇ０５４

回路構成

~ ~ ~ ~ 1 - 1

～――- l C
~ ~ ~ ~ - 2

_ _ _ _ o 2 C

S

_111三王王王王8「c
Ｐ２４
ＣＯＭ
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2 仕様

16点独立接点出力

(続き)

開閉寿命

[万

200

０

０

０

０

０

　

０

　

　

０

７

５

４

３

　

２

０

７

５

４

３

　

２

　

　

１

下図に出カリレーの寿命曲線を示します。なおこのデータは開閉頻度1800□/

時における値であり、これより開閉頻度が激しい場合には寿命はさらに短くなり

ます。

開閉寿命

[万□

200

直流員荷

開閉電流

[A]

０

　
０

０

０

０

　

０

０

　
７

　
５

４

３

　

２

０

　
７

　
５

４

３

　

２

　

　

　

１流艇
刺
開
こ

端子接続図

０
　
＋

:負荷電源
AC240V/DC24V

:リレー駆動用電源
DC24V

ＮＣ

ＮＣ

Ｐ２４

ミ
＼

ヽ
く

愚
ヽ
速 ヽ

み

ヽ ヽ ゞく
栄 ペ

ヽ ミ

氣 恋
、

＼

ヽ

0.1    0.2 0。3 0.50.7 1  1.52
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3 1/0モジュール適用上の目慮点

3 . 1

DC入 カモジュール

適用上の留意点

(1)入 力信号のON/OFF変 化を完全に読み込むための条件は、

入力ON時 間=応 答時間 (OFF→ ON)十 八カ読み込み同期

入力OFF時 間=応 答時間 (ON→ OFF)+入 力読み込み同期

となります。

入力読み込み同期とは、一括入出力の場合にはスキャン同期、直接

入力命令を使用する場合には直接入力命令実行同期ということにな

ります。

(2)外 部接点によつては、モジュールの入力電流 (D1334で10mA/24V、

D1335で 5mA/24V)で は援点の接触信頼性を保証できない場合が

あります。このような場合、入力とコモン間にブリーダ抵抗を取り

付け、ダミー電流を流してください。

入カモジュール

R=キ

ワット数P > Ｘぱ
下

(2.5～3)

(プリダー抵抗Rの選定例)

入力電圧 V=DC24V

入カモジュー)レD1334(10mA/DC24V)

接点電流を50mAと したいとき、

ブリーダ抵抗の抵抗値R=    
24[V] =0.6[KΩ ]

50[rnA]-10[mA]

ブリーダ抵抗のワット数P=(24[V]アx(2.5～3)キ3[W]
(600[Ω])

(3)LED表 示付きスイッチを使用する場合、スイッチが OFFの ときに

LEDに 点灯電流 (漏れ電流)が 流れ、入力OFFと して読み込めな

い場合があります。このような場合、プリーダ抵抗を取り付けて入

カインピーダンスを下げてください。

入カモジュール
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3 !/0モジューJレ適用上の留意点

(プリーダ抵抗Rの 選定例)

入カモジュールD1334(入 カインピーダンス2.4k Ω、OFF電 圧

3.6V)

入力電圧V=DC24V

スイッチの漏れ電流IL=2rnAの とき、

プリーダ抵抗の抵抗値をR[KΩ ]、ワット数をP[W]と すると、

2.4V[KΩ ]XR

2,4V[KΩ ]十 R
×2[mA]<3.6[V]

従つて、

R<7.2[KΩ ]→ R=3[KΩ ]

このとき、

(24[V])2
P=       × (2.5～3)≒ 0.5[W]
3000[Ω ]

また、プリーダ抵抗をこのように選定したときに、スイッチON時

の接点電流が許容範囲内か確認しておく財要があります。

2.4[kΩ]十 R
接点電流=24[V]X =18[mA]

2.4[kΩ ]× R

(4)2線 式近接スイッチなどの無接点機器を使用する場合には、上記

(3)と 同様に漏れ電流による誤入力の危険性がないか確認する必要

があります。(プリーダ抵抗の選定については上記 (3)参 照)。

またこの場合、ON時 飽和電圧 (残留電圧)の 影響で、スイッチ

ONに もかかわらず入力端子電圧がON電 圧に達せず、入力ONと

して読み込めない場合があります。入力電圧が低い場合や、入力配

線が長い場合には特に注意が必要です。

2線式近接スイッチ
ケープル抵抗 (R)

入カモジュール

ケーブル抵抗 (R)

ケープル抵抗値をR[Ω ]、近接スイッチの残留電圧をVd[V]、

入カモジュー)レの入カインピーダンスをZi[Ω ]と すると、近接ス

イッチON時 に入カモジュールの端子間にかかる電圧Vi[V]は 次

のようになります。

V一 Vd
V i = ― ・Z i
2R tt Zi

上記Viが入カモジュールの最小ON電 圧よりも低くなるような場

合には、入力電圧Vを 高くするか、ケーブル抵抗Rを 小さくする対

策が財要です。
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3 1/0モジューJレ適用上の留意点

(5)高 速応答型の入カモジュール(D1334H、D1335H)で は、入カフィ

ルタ時定数が小さくなつていますので、接点のチヤタリングの影響

で誤つた入力を読み込む場合があります。高速応答型は無接点機器

との接続用とし、ノイズに対しても十分に配慮してください。

(6)入力配線ケーブルが長くひき□されるよな場合には、ケープルの導

体抵抗による電圧ドロップに対して配慮が財要な他、ノイズに対し

ても十分な配慮が必要です。下記項目についてご注意願います。

・ 配線は最短距離で行い、不必要なループなどは作らない。
・ 動力線や高周波とは極力分離する。200mm以 上離すか、鉄板

で遍へいする。

・ 可能であれば、制御盤へのBIき込み□でリレー中継する。

・ 場合によっては、シールドケーブルやツイストペアケーブルの

使用を検討する。

・プリーダ抵抗を取り付け、入カインピーダンスを下げる。

(7)DC入 カモジュールとDC出 カモジュールを使用して、ダイナミッ

クスキヤン入力を構成する場合には、出力と入力の応答遅れの他に、

PCの スキヤンによるタイミングのずれを考慮することが必要で

す。またハード的には、まわり回路による誤入力を防止するために、

逆流防止用ダイオードが必要です。(下図は4×4入力)

入カモジュール

lm

ln

|°

例えば、接点aが ONし ているときの、出力0と入力0の変化タイ

ミングは、

ｐＬ

Ｆ

PCの スキヤン同期

出力0(内 部)

出力0(外 部)

入力0(外 部)

入力0(内 部) 仔|1文究偲塞運窃
のように、PCの スキヤンタイムと入出力の応答時間に影響されま

すので注意が必要です。

出カモジュール
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3 1/0モジューJレ適用上の留意点

3.2

AC入 カモジュール

適用上の留意点

(1)入 力信号ON/OFF変 化を完全に読み込むための条件は、

入力ON時 間=応 誉時間 (OFF→ ON)十 八カ読み込み同期

入力OFF時 間=応 答時間 (ON→ OFF)十 八カ読み込み同期

となります。

入力読み込み同期とは、一括入出力の場合にはスキャン同期、直接

入力命令を使用する場合には直接入力命令実行同期ということにな

ります。

(2)交 流出力型センサなどを接続する場合、センサOFF時 の漏れ電流

によって、入力端子間に最大OFF電 圧以上の電圧が残り、センサ

OFFに もかかわらず入力がOFFと して読み込めない場合がありま

す。このような場合には、入力端子間にブリーダ抵抗を取り付け、

入カインピーダンスを下げてください。

交流出力型センサ プリーダ抵抗   入カモジュール

勅モジュ朝
明解箸絃予

的kΩ mO)

入力電圧V=AC100V(50Hz)

プリーダ抵抗がない状態でのOFF時 入力端子間電圧がAC30Vの

とき、選定するべきブリーダ抵抗の抵抗値をR[KΩ ]、ワット数

をP[W]す ると、

10[kΩ ]XR  30[V]
×一―一一一 < 2 5 [ V ]
1 0 [ kΩ]

R<50[kΩ ]→ R=20[kΩ ]

このとき、

(100[V])2
P = X(2.5～ 3)≒ 1,5[W]
20000[Ω]

また、プリーダ抵抗をこのように選定したときに、センサON時 の

出力電流が許容範囲内か確認しておく財要があります。

10[kΩ ]十 R
センサ出力電流=100[V]×

1 0 [ kΩ]十 R

従つて、

OFF時 漏れ電流        R

- 4 9 -

10[kΩ ]XR
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3 1/0モジュール適用上の目慮点

４

(3)AC入 力の外線が一括ケーブルで長く31き回されるような場合、ケ

ーブル相互間の容量により、充電線から開放線に誘導電流が流れ、

入力OFFに もかかわらず入力がOFFと して読み込めない場合があ

ります。このような場合には、入力端子間にブリーダ抵抗を取り付

けて入カインピーダンスを下げる対策が一般的です。また、場合に

よっては、DC入 力の適用を検討することも必要です。(プリーダ

抵抗の選定については前記 (2)を参照してください。

容量性結含 ブリーダ抵抗

AC入 力の外線が動力線や高周波信号線と長<平 行に敷設されるよ

うな場合、誘導電流によって誤入力が発生することがあります。こ

のような場合には、下記の対策を検討してください。

・ AC入 力線の敷設)レートを見直し、動力線や高周波信号線との

平行を避ける

。 入力線としてツイストペアクーブルを使用する

。 入力線としてシールドケーブルを使用する

。 制御盤へのBIき込み□てリレー中継する。(リレーはON電 流

の大きいもの)

・ プリーダ抵抗を取り付け、入カインピーダンスを下げる。

入力接点に入カモジュールと誘導負荷が並列に接続されるような場

合には、接点OFF時 に負荷の両端に発生するサージ電圧がPC誤

動作の原因となることがあります。このような場合には負荷と並列

にサージ吸収素子を取り付け、サージ電圧の発生を抑えてください。

５

― 入カモジュール

入カモジュール

-50-
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3 1/0モジューJレ適用上の留意点

3 . 3

DC出 カモジュール

適用上の留意点

(1)DC出 カモジュールは、出カトランジスタを駆動するための電源を

外部から供給する必要があります。コモン毎に、定格員荷電圧範囲

内の電圧を所定の端子に接続してください。(2.31/Oモ ジュール

|□劇仕様を参照してください)。

電源の極性を逆に接続するとモジュール故障の原因となりますの

で、絶対に逆向きには接続しないてください。

なお、D0333と D0334に ついては、内蔵ヒューズが溶断した場合

または外部電源が供給されていない場合には、モジュール正面の

LED(FL、 FH)が 点灯します。

(3)過 渡的な過電圧が発生する負荷において、トランジスタを保護する

目的て下図のようにタイオードが取り付けてあります。

D:過 渡的な過電圧を電源にノヽイパスし、トランジスタのコレクタ

ーエミッタ間の電圧を抑制する。

(2)DC出 カモジュールの過電流保護協調の者え方は不表の通りです。

モジュール種別 保護協調

D0333

(16点出力)

1コモン (8点)当 り6Aのヒューズが内蔵されています。

過負荷及び員荷短絡において、トランジスタは保護でき

ませんが、モジュールの焼損や外線ケーブルの焼損はヒ

ューズによって保護されます。

D0334

(32点出力)

1コモン (16点)当 り6Aの ヒューズが内蔵されていま

す。過負荷及び負衛短絡において、トランジスタは保護

できませんが、モジュールの焼損や外線ケーブルの焼損

はヒューズによって保護されます。

D0335

(64点出力)

保護ヒューズは内蔵されていませんので、員荷短絡など

があるとモジュールの焼損や外線ケープルの焼損の原因

となります。絶対に短絡などが起こらないよう注意して

ください。焼損事故防止のため、外部側で員荷に含った

ヒューズを取り付けることをお勧めします。
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3 :/0モジュー"レ適用上の留意点

(4)前 述の トランジスタ保護周ダイオード及びヒューズ断検出回路に起

因する留意事項を以下に述べますので、適用にあたつては十分注意

してください。

(注釈 1〉

内部給電式の入力方式の機器と接続する場合、下図Plの 電圧

がP2の 電圧よりも高いとき、及びPlが オンの状態でP2が オ

フしたときに、ダイオードD通 して負荷電流が流れ、モジュー

ル側の出力状態にかかわらず外部機器側はオンとして入力する

場合があります。

DC出 カモジュール 外部機器

Plと P2は共通であることが基本ですが、上図のように別電源

となる場合には、P2への逆流を防止するために、上図Aの 位置

に逆流防止ダイオードを入れてください。また、P2が正常なと

きのみPlを活かすようなインタロックも有効です。
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3 1/0モジュール適用上の目は点

〈注釈2)

ヒューズ断検出回路内蔵の DC出 カモジュール D0333、

D0334に ついては、前記 〈注釈 1〉と同じ状況において、ヒュ

ーズ断検出回路に回り込み電流が流れ、外部機器側がオンとし

て入力してしまう場合があります。(入カオンレベルが低い場合)

DC出 カモジュール

上記の現象は、Plの 電圧が P2の 電圧よりも高い場合、Plが オ

ンでP2が オフした場合等に発生します。

これを防ぐためには、リレー等で外部機器へ信号を中継し、負

荷電源とDC出 カモジュールの P24が 共通となるようにしてく

ださい。(下図参照)

DC出 カモジュール

なお、非常停止等の目的でモジュールの出力をシヤットオフす

る場合には、COMラ インを切ってください。P24ラインを切

つた場合には、上記の理由により逆にオンしてしまう場合があ

ります。
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3 ,/0モジュール適用上の留意点

(注釈 3)

DC出 カモジュールの P24端 子への電源線を切断した場合には、

前記 く注釈 2〉 の注意事項の他に、下図のように、出カオンと

なつている回路に出カオフとなつている信号の負荷電流が回り

込み、外部員荷がオンしてしまう場合があります。

P24ラインは切断されることがないように十分注意してください。

DC出 カモジュール
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3 1/0モジュール適用上の目慮点

(5)ランプ負荷などの場合には、出力ON時 に突入電流が流れます。

この突入電流によつて出カトランジスタが破壊されないように注意

する必要があります。

突入電流を制限するためには、負荷と直列に抵抗を接続するか、ま

たは出力端子間に抵抗を接続しランプ員荷に贈電流を流しておくな

どの対策が有効です。

(6)出カモジュールに誘導負荷が接続される場合、OFF時 に比較的大き

なエネルギーの過渡電圧が発生します。このサージ電圧は前記ダイ

オードDに て吸収されトランジスタは保護されますが、外部配線で

31き□されている場合には他の信号系への悪影響も考えられます。

このような場合、必ず誘導負荷と並夕」にフライホイールダイオード

を取り付けてください。(できるだけ負荷に近い位置に取り付けてく

ださい。)

フライホイールダイオード
逆耐圧 :回路電圧の3倍以上

順方向電流 :員荷電流以上

なお、フライホイー)レダイオードを接続すると員荷のOFF復 帰時間

が長くなります。これが問題となるときには、AC出 力のサージ対

策と同様にCRス ナバ回路を接続します。

出カモジュール
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3 1/0モジューJレ適用上の留意点

3.4

AC出 カモジュール  (1)AC出 カモジュールは (AC363、 AC364)に 1コモン当たり6Aの

適用上の留憲点    ヒューズが内蔵されており、員荷短絡においても、ヒューズ溶断に

よつてトライアツクが保護される考えをとつています。ただしヒュ

ーズ溶断の際にはトライアックも少なからずダメージを受けますの

で、短絡などを起こさないよう十分に注意してください。

なお、ヒューズが溶断した場合または外部電源が供給されていない

場合には、モジュール正面のLED(FL、 FH)が 点灯します。

(2)ラ ンプ員荷やコンデンサ員荷が接続される場合、ON時 に突入電流

が流れます。この電流がモジュールの最大突入電流値を超えないよ

うにする必要があります。

最大突入電流 :AC363・"70A/20rns

AC364・…20A/20ms

(3)誘 導員荷が接続される場合、OFF時 に比較的大きなエネルギーの

過渡電圧が発生します。このサージ電圧による誤動作を防止するた

めAC出 カモジュールにはCRス ナバ回路が取り付けられています。

しかし外部配線で31き□されている場合には、このサージ電圧によ

る他の信号系への悪影響も者えられますので、必ず誘導負荷と並列

にサージ吸収素子を取り付けてください。(できるだけ誘導負荷に

近い位置に取り付けてください。)

サージ吸収素子

サージ吸収素子 :

・バリスタ、TNR、 トランシル (電圧クランプ用)

。_。    
双方向過電圧吸収素子で電圧定格が最大

電圧 (ピーク電圧)の 1.2倍程度のもの
,スナバ (CR)回 路 (高周波減衰用)

R(Ω )キ 員荷の直流抵抗値

C引 圧王卜‐  c(μ F)=

(4)AC出 カモジュール (AC363、 AC364)は ゼロクロス機能を有し

ていませんので、負荷電圧の位相に関係なくOFF→ ONと 変化しま

す。

ただし、ON→ OFFは 負荷電流がゼロの付近で変化します。負荷の

応答についてはこのことも考慮してください。

Ｆ

一
‐０

～キ婚馳
ピーク値)

出カモジュール
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3 1/0モジューJレ適用上の留意点

3 . 5

接点出カモジュール

適用上の留意点

(1)接点出カモジュー)レ(R0364、 R0363S)に は、リレー駆動用とし

して外部からDC24Vを 供給する必要があります (2.31/〇モジュ

ー)レ|□別仕様を参照してください)。

なお、外部DC24Vが 供給されていない場合には、モジュール正面

のLED(F)が 点灯します。

(2)接 点出カモジュールには、過電流保護用にヒューズは内蔵されてい

ませんので、負荷電流に適したヒューズを夕1部に必ず取り付けてく

ださい。ヒューズにて保護しないと、負荷短結時などにモジュール

のパターンを焼損しますのでこ注意ください。

(3)接点出カモジュールにはサージ吸収素子は内蔵されていません。

従つて誘導員荷を接続する場合には、必ず員荷と並列にサージ吸収

素子を取り付けてください。サージ吸収素子の選定については、

DC出 カモジュール適用上の注憲及びAC出 カモジュール適用上の

注意の頂を参照してください。

R0364

注意
1.リ レー出カモジュールには過負荷保護のため、電流容量に合ったとューズ

を外部回路に必ず取り付けてください。

員荷短絡などにより機械の破損や事故の恐れがあります。

2.リ レー出力に使用している有接点リレーは、援点の摩耗による寿命があり

ます。

本書に記載の接点寿命を確認して、寿命を超えないように使用してください。

また、寿命を超える場合は代品に交換してください。

リレーの接点寿命を超えると接点の接触不良などで出力異常が発生し、機械

破損や事故の恐れがあります。
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4 据付 ・配線

4.1

設置環境  PCの 設置にあてっては、次のような場所は避けてください。

(1)周 囲温度が0～ 55℃の範囲を超える場所 (盤収納時には盤内温度が

同日温度となります)

(2)相 対湿度が20～ 90%の 範囲を超える場所

(3)急 激な温度変化により結露するような場所

(4)許 容値を超える振動が加わるような場所

(5)許 容値を超える衝撃が加わるような場所

(6)腐 食性ガス、可燃性ガスのある場所 (亜硫酸ガス0.05ppm以 下、硫

化水素0,01ppm以 下であること)

(7)塵 埃、塩分、鉄粉が多い場所

(8)直 射日光の当る場所

また、PCを 収納した盤の設置にあたっては、次の事項に注意して

ください。

(1)高 圧盤や動力盤とはできるだけ離して設置してください。

(2)高 周波機器や設備があるときには、収納盤を確実に接地してください。

(3)他 の盤とチャネルベースを共用するときには、他の盤や機器からの

漏洩電流がないことを確認してください。

4.2

ユニツトの取り付け  ユニットの取り付けにあたっては次の項目に注意してください。

(1)PCは 防塵構造ではありませんので、できるだけ防塵を考慮した制

御盤に収納してください。

(2)発熱曇の大きい機器 (ヒータ、トランス、大容量の抵抗など)の 真

上に取り付けることは避けてください。

(3)高圧機器と同一の盤内には取り付けないてください。

(4)高圧線、動力線からは200mm以 上離してください。

(5)基本ユニットと拡張ユニットの間は通国のため 100mm以 上離して

ください。

(6)高圧機器、動力機器からは、保守、操作の安全性を考え、できるか

ぎり離すかまたは鉄板などでしゃへい分離してください。

(7)本体横置きで使用の場合は、同日温度0～40℃の範囲て使用してく

ださい。

(8)拡張ユニットの取り付け位置は、拡張ケーブルの長さを者慮して決

定してください。

(9)基本、拡張の各ユニットのベースが同電位になるように、金属性の

取り付けフレームに十分接触させて固定してください。

(10)ユニット取付けはM5サ イズのネジを使用し、確実に (締付けトル

クロ安 i2,94N・m=30kgf・cm)取 り付けてください。
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4 据付 ・配線

ユニット取付寸法は下図の通りです。

BU31A(基 本ベース1/010枚 用)
BU358(拡 張ベース1/011枚 用)

BU315(基 本ベース1/05枚 用)
BU356(基 本ベース1/06枚 用)

ベース側取穴形状

適含ネジ M5

△注意
1.本 書に記載の環境で使用してください。

高温、多湿、塵埃、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用する

と感電、火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

2.本 書に記載の取り付け方法に従つて取り付けてください。

指定方向以外の取り付け、または取り付けに不備がありますと、落

下、火災、故障、誤動作の原因になることがあります。
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4 据付 ・配線

4.3

モジュールの取り付け

取り外し

PCの 各モジュー)レは、ベースの左端から、電源モジュール、拡張インタ

フェースモジュール、CPUモ ジュール (基本ユニットのみ)、1/Oモジ

ュー)レの順番に配置します。拡張インタフェース以外の各モジュー)レの取

付けは下記要領にて行います。

尚、モジュー)レの着脱は財ず電源を切った状態で行つてください。やむを

えず1/O活線着脱機能を使用する場合は作業の安全に十分注意してくださ

しヽ。

① モジュール上面のスライドロック

を後方にスライドさせロックレバ
ーを解放します。

② モジュールの下端をベースの不部

レールに掛け、モジュール上面の

スライドロック部を押してロック

レノヽ一を持ち上げます。

③ モジュールの下端を支点とし、コ

ネクタがかみ合うようにモジュー

ルをベースに取り付けます。

④ 上面のロックレバーを放し、モジ

ュールをベースにロックします。

さらにスライドロックを手前にス

ライドさせロックレバーを固定し

ます。

⑤ モジュール下部の固定ネジを締め付け、確実に固定します。

(締め付けトルクロ安 :1,47Nem=15kgf・cm)

スライド
ロック

ロックレバー

固定ネジ

網足

(1)稼働時には、モジュール下部の固定ネジにてモジュールを固定し

てください。

(2)モジュールの取り外しは上記と逆の手順で行つてください。

(3)ベース側コネクタ、モジュール側コネクタ共、出荷時にはコネク

タカノヽ―が取り付けられています。モジュールを取り付ける際に

はコネクタカノヽ一を外してください。
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4 据付 ・配線

拡張インタフェースモジュールは、電源モジュールの右隣にネジ取り付

けします。

① 拡張インタフェースモジュールを電源モジュ
ールの右隣のコネクタ

に装着します。

② 拡張インタフェースモジュールの上下にある固定ネジを締め、ベー

スに固定します。(締め付けトルクロ安 :1.47N・rn=15k9f・cm)

△注意
1.電 源モジュール、CPUモ ジュール、1/0モジュールはT3/T3H

専用ですので、必ずベースユニットに取り付けて使用してくださ

い 。

単独での使用及び他の用途への使用はおやめください。

感電、ケガの恐れがあり、また故障の原因となります。

2.モ ジュール、ユニット、端子台の着脱は、必ず電源を切つた状態

で行つてください。

感電、誤動作、故障の原因となります。

3.モ ジュールやユニットに電線くずなどの異物が入ることのないよ

うにしてください。

火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

4,コ ネクタ、ケープルの接続、及びモジュールのベースユニットヘ

の装着は、ネジ止めされ、抜ける、ぐらつくということがないよ

う確実に固定されていることを確認してください。

ネジ止めが不十分ですと、振動などによる故障、誤動作の原因と

なります。
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4.4

拡張ユニットの接続

標準拡張

T3に は最大3台 、T3Hに は最大6台 の拡張ユエットを接続できます。ま

た、拡張方法としては、標準拡張または遠距離拡張の選択が可能です。

(遠距離拡張の場合、拡張ユニットは3台 までです。)

(1.l T3本 体構成の頂参照)

標準タイプの拡張インタフェースモジュー)レを使用した構成です。

(基本用 :IF311、 拡張用 :IF351を使用する場合)

拡張ケーブル

CS3R5(05m)

CS301(lm)

CS302(2m)

(基本用 :IF321、 拡張用 :IF351を 使用する場合)

CHl

lF321

lF351

拡張ユニツト

/IF351

(1)拡張ケープル長はユニツト間最大2m、 総延長最大6mで す。

(2)拡張ケーブルはlNとOUTを 接続します。誤接続のないよう注意し

てください。

(3)拡張ケーブルは入出力信号線とは束線せず、できる限り分離してく

ださい。(50mm以 上)。

(4)拡 張ユエット側の電源の要/不 要については、 1,9電 源容量の検

討を置覧ください。また、電源モジュールの有無に応じてIF351の

電源モードプラグを切り換えが財要です。 1.6拡 張インタフェー

スモジュールをご覧ください。

次段の拡張ユニットヘ
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遠距離拡張  遠距離タイプの拡張インタフェースモジュール (基本用 :IF312、中間

拡張用 :IF352、終端拡張用 :IF353)を 使用した構成です。

基本ユニット No12拡張ユニット

No.1拡張ユニット

④
No.3拡張ユニット

遠距離タイプ拡張インタフェースモジュー)レ基本用 (lF312)

遠距離タイプ拡張インタフェースモジュール中間拡張用 (lF352)

遠距離タイプ拡張インタフェースモジュール終端拡張用 (IF353)

拡張ケープル (遠距離用)

CL3R5(0.5m)

CL301(lm)

CL305(5m)

Cと310(10m)

CL320(20m)

CL340(40m)

(1)拡張ケープルの総延長は最大40mで す。

(2)拡張ケープルはINとOUTを 接続します。

誤接続防止のために、ケープル側コネクタとモジュール側コネクタ

にIN、OUT屑 」にカラーマークを付けています。特に長距離接続時

の誤接続防止に活用してください。

(3)拡張ケープルは、動力線や入出力線とは束線せず、できる限り分離

して配線してください。

(4)最 終段の拡張ユニットには必ず終端用の拡張インタフェース

(lF353)を使用してください。

ノ

①

②

③

④

1/Oモジュール 1/Oモジュール

1/Oモジュール 1/Oモ ジュール
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4.5

接地

接地のポイント

接地方法

PCシ ステムの安全性を保ち、またシステムの安定動作を確保するため

に接地は非常に重要です。以下の項目を十分者慮の上、正しい接地を行

つてください。

援地を行う場合には以下のポイントに注意してください。

(1)PCユ ニットが他の機器の接地電流の通り道にならないこと

(特に高周波電流は問題となります)

(2)PCの 基本及び拡張ユニットの接地電位を等しくすること

(1点接地を実施する)

(3)動力系の接地とは接続しない (高周波分離が財要です)

(4)不安定な接地には接続しない (ネジ止め塗装部などインピーダンス

の不安定な部分や、振動の影響を受ける部分)

(1)制御盤据え付け

□ /

斜
動力盤

↓
対策

連絡盤の場合、高周波機器や動カ
盤から流れる接地電流がPC収納盤
を通して流れる場合があります。

も
対策

PCを 絶縁板取り付け
し、専用接地配線を
行います。

(同一盤内に高周波機
器がある場合も同様)

必ず接地を行ってください。

接地しない場合、感電、誤動作の恐れがあります。

PC収 納盤を絶縁体に

て浮かせ、専用接地配

線を行います。
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(2)ユ ニット間接地配線

言   ,口Jw衣 巴 予 何 舟 … じ

電源モジュールのFG端 子とベース取付ネジを接続し、盤内接地ブ

スまで1.25m甫以上の電線で、最短距離で配線してください。

接地は制御装置専用として、強電回路の接地線と分離し、第3種接

地としてください。

拡張ユニット
(電源付き)

拡張ユニット
(電源なし)
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(3)遠 距離拡張の場合

基本ユニット

４

拡張ユニット

基本的には上図のような接地としますが、接地ポイントの電圧変動

が大きく、PCの 誤動作の原因となるような場合には、不図のよう

に拡張ユニットを取付面から絶縁し、2面以上の電線で専用配線を

行つてください。

ラインフィルタグランド (LC)端 子

LG端 子は電源 1次側ラインフィルタの中性点です。とG端 子を接

地することによつて、電源ラインに乗つてくるコモンモードノイズ

による影響を低減する効果があります。

従って通常は、LG端 子を1.25m高以上の電線で盤内接地ブスに接続

してください。

ただし、電源が片側接地系である場合には、LGか らアースに漏れ

電流が流れ、問題になる場合があります。このような場合には、電

源に絶縁トランスを入れるか、またはLG端 子を開放してください。

また、ユニットを絶縁取り付けした場合もLG端 子を開放してくだ

さい。

なお、LGと FGを 接地せずに LC―FG間 を接続することは避けて

ください。

拡張ユニット
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4,6

電源配線   (1)電源条件

定格にあった電源を接続してください。

電源電圧 :AC85～ 132/170～ 264V、50/60Hz(PS361)

DC20.4～28.8V(PS332)

所要電力 :80VA以 下 (PS361)

50W以 下 (PS332)

許容瞬停 i最低 10ms(た だし設定可能)

電源事情が悪い場合には定電圧トランスを入れてください。

(2)AC電 源 (PS361)の 場合には、電源電圧に応じて電圧切換端子を

正しく設定してください。(AC100V系 :短絡、AC200V系 i開放)

(3)電源ノイズが大きい場合には、シールドトランスやノイズフィルタ

を入れてください。(不図参照)。

(4)電源線としては、1.25m市以上のツイストペアケーブルを使用し、入

出力線とはできるだけ分離してください。

(5)拡張ユニットを電源付きで使用する場合には、基本ユニットと拡張

ユニツトの電源は同一系統とし、同時に (または拡張→基本の順で)

電源投入するようにしてください。

(6)CVCFや UPSか ら給電する場合は、電源波形に注意し、電圧波高

値はAC100V系 で 130V以上、AC200V系 で260V以上あることを

確認してください。

ノイズフィルタシールドトランス

AC100/200V

電圧切換端子 (PS361)
AC100V系 …短縮
AC200V系 …開放

基本ユエット

拡張ユエッ
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電源モジュール配線

運転信号出力

(RUN)

AC100V系 :短絡
AC200V系 :開放

AC電 源(PS361) DC電 源(PS332)

／
１
１
１
１
１
１
＼

／
１
１
１
１
１
１
＼

運転信号出力

(RUN)

DC24V

禍足

端子ネジサイズはM3,5です。適含圧着端子としては3.5Mネ ジ用幅

7mrn以下のものを使用してください。

△注意
1,ケ ーブルの配線は必ず電源を切つた状態で行つてください。

電源が入つた状態での配線作業は感電の恐れがあります。

2.モ ジュールの配線は、サヤ付きの圧着端子を用いるか、テープで

被覆するなどして、導電部分が露出しないようにしてください。

また、端子台カノヽ一は脱落、破損のないように取り扱い、配線

終了時には端子台カノヽ一を端子台に確実に取り付けてください。

導電部が露出していると感電の恐れがあります。

3.必 ず接地を行つてください。

接地しない場合、感電、誤動作の恐れがあります。

4.定 格にあった電源を接続してください。

定格と異なつた電源を接続すると爆発、火災の恐れがあります。

5。配線作業は、資格のある専門家が行つてください。

配線を誤ると火災、故障、感電の恐れがあります。
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4.フ

入出力配線  yoモ ジュニルを実装、配線する場合、以下の点にご注慧ください。

弱電信号用

ダクト

55電系1/0

DC入 カモジュール

アナログ入カモジュール

アナログ出カモジュール

パルス入カモジュール

位置決めモジュール

ASCIIモジュール

伝送モジュール

強電信号用
ダクト

強電系 1/0

AC入 カモジュール

DC出 カモジュール

AC出 カモジュール

接点出カモジュール

１

　

　

　

　

２

　

　

　

　

３

1/Oモジュールの配置は、弱電系1/Oを左側に、強電系1/Oを右側

に配置し、配線も分離するようにしてください。

各ユニットの間隔は、保守、通国のため100rnm以上にとってくだ

さい。

動力線、動力機器とは200mrn以上離すか、または鉄板てしゃへい

してください (鉄板は接地すること)。

拡張ユエット
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(4)入 出力線のサイズは下表を参者にしてください。

モジュールの点数 使用電線サイズ

16点モジュール 0.75～ 1.25面

32点モジュール 0.5-0,75m甫

64点 モジュール 0.1-0.3m高

ただし、コモン線としては電流容量を検討の上、太めのサイズを使

用してください。また盤外ケープルとしては、インピーダンスを低

く抑えるため1.25m高以上のケーブルの使用をお勧めします。

(5)端 子ネジはM3.5で す。適含圧着端子としては、M3.5ネ ジ用幅

7mm以 下のものを使用してください。

(6)盤内外とも、入出力信号線と高圧線、動力線との束線、接近、平行

配線は絶対に避けてください。分離が難しいときには、入出力1言暑

の種類別に一括シー)レドケーブルを使用し、シールドは盤ヨ|き込み

□で一点接地してください (ディジタル1/Oの場合)。

(7)38ピン端子台について

(:盤】、端i、精::4‖器363S)
・ 使用電線サイズは1.25耐以下にしてください。

・ 圧着端子にて配線後、圧着端子を曲げる等の無理ない力を加

えないてください。

・ 圧着端子を曲げて使用する場合は、接続前にフォーミングし

てください。

△注意
1,ケ ープルの配線は必ず電源を切った状態で行つてください。

電源が入つた状態での配線作業は感電の恐れがあります。

2.モ ジュールの配線は、サヤ付きの圧着端子を用いるか、テープで

被覆するなどして、導電部分が露出しないようにしてください。

また、端子台カノヽ一は脱落、破損のないように取り扱い、配線終

了時には端子台カノヽ一を端子台に確実に取り付けてください。

導電部が軽出していると感電の恐れがあります。

3.定 格にあつた外部電源を接続してください。

定格と異なつた外部電源を接続すると爆発、火災の恐れがありま

す。

4.配 線作業は、資格のある専門家がそ言つてください。

配線を誤ると火災、故障、感電の恐れがあります。
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4 据付 ・配線

4,8  Pcを より安全に、こ使用いただくために、電源の投入および切断は以

電源投入手順  下の順序で行われるように外部で組んでください。

(電源投入順序)

| ( 1 ) P C 電源投入日 C ) 1 / O モジュ
ール供給外部電源と負荷亀源珂

(1)PC電 源を投入 します。拡張ユニッ トを使用する場合、基本ユニッ

ト、拡張ユニット共、同一系統の電源とし投入は同時 (または拡張

→基本の順)に 行うようにしてください。

(2)1/Oモジュール供給外部電源と員荷電源を投入します。この外部電

源と員荷電源はなるべく共同してください。

これができない場合は外部電源と員荷電源が同時に投入 (または、

外部電源→負荷電源の順)さ れるようにしてください。

(電源切断順序)

(1)1/Oモ ジュール供結外部電源と員荷電源オフ引 2)PC電 源オフ|

1/Oモジュール供給外部電源と員荷電源をオフにします。この外部

電源と負荷電源が共同できない場合は、同時にオフ (または員荷電

源→外部電源の順)さ れるようにしてください。

PCの 電源をオフします。
２

△注意
1.電 源は次の順序で投入するように夕ヽ部回路を構成してください。

PC本 体の電源投入→1/0モジュールと外部員過電源投入

この投入順序が守られていない場合、誤動作により機械の破損や

事故の恐れがあります。

2.1/Oモ ジュールヘ供給する外部電源はできるだけ負荷電源と共同

としてください。

これができない場合は、外部電源と負荷電源が同時にオフするよ

うシステムを構成してください。

システムの安全上、必ず員荷電源をPC本 体の電源よりも先にオ

フするようにしてください。

これらが守られていない場合、機械の破損、事故の恐れがありま

す。
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4 据付 ・配線

4 . 9

安全回路

PCは 通常のリレーシーケンスでのリレーの持つ本質的な特性である停

電時、断線時には接点が開放になる者え方から、停止時、電源断線時、

エラーダウン時は出力を全てOFFと するフェイルセーフの者えをとつて

おります。

しかし、CPUや 1/Oモジュールの万一の故障や1/O配線ケープルの断線

などを考えた場合、PCの プログラムに全ての機能を含めることは最適

とはいえません。

以下の安全回路は、PCの 故障や配線の断線を十分者慮の上、PCの 外部

で回路を組むようにしてください。

①非常停止□陪

②相互インタロックロ陪 (正転と逆転等)

非常停止回路、インターロック回路などはPCの 夕ヽ部で構成してくだ

さい。

PCに 故障、誤動作が生じた場合、人身事故に到る危険性があります。

また、機械の破損をまねく恐れがあります。
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5 保守 ・点検

5.1

日常点検頂ロ  システムを常に正常に保ち、不要なトラブルを未然に防ぐために、日常

の運転状態にて下記項目を確認してください。

頂   目 点検内容 異常時の対策

電源及びCPUモ

ジュー)しの正面

LEDの 確認

POWER(緑 ):5V電 源正常時点 LED状 態が異常な

ときには、6葦 ト

ラブルシューティ

ングの手順に従つ

てください

灯 RUN(緑 ):正 常運転時点灯

FAULT(赤 ):CPU正 常時消灯

Ｏ (赤):1/O正 常時消灯

BAT~「 (緑):ノ ッヽテリ電圧正常時
点灯

入カモジュールの

LED表 示の確認

(デイジタル入力)

外部入力信号がONの とき、対応す

るLEDが 点灯すること

入力電圧が規定

値内か確認する

入力端子台のゆ

るみはないか確

認する

モジュールはし

つかり固定され

ているか確認す

る

出カモジュールの

LED表 示の確認

(デイジタル出力)

出力がONの とき、対応するLEDが

点灯し、対応する外部員荷が動作す

ること

ヒューズ断及び外部電源異常を示す

LED(Fに 、FHまたはF)が 消灯し

ていること

外部員両電圧が

規定値内か確認

する

内蔵ヒューズを

確認する

出力端子台にゆ

るみはないか確

認する

モジュールはし

つかり固定され

ているか確認す

る

CPUモ ジュール

のスイッチ位置の

確認

運転モードスイッチ

(HALT/RUN/P―RUN)及び

RAM/ROM切 換スイッチが所定の

位置にあること

モードスイツチがRUNま たはP―

RUNの ときに運転を実行します

スイッチを所定の

位置にします
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△ 注意
1.シ ステムを常に正常に保ち、不要なトラブルを未然に防ぐために、

日常点検、定期点検、清掃を実施してください。

2.煙 が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用しないてく

ださい。

火災や慰電の原因となります。

このような場合は直ちに全ての電源を切り、支店社 (販売店)ま

たはサービス代理店に連絡してください。

お雷様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないてく

ださい。

網足

電源投入直後の自己診断にて、致命的エラー (システムRAM異 常等)

が検出された場合には、CPU上 のFAULTと 1/OのLEDが 点滅とな

ります。この状態においてはプログラマとの交信も行えません。

電源を再投入してもこの状態が変わらない場合にはCPUモ ジュール

を交換してください。

-74-



5 保守 ・点検

5.2

点検頂目  下記の項目を定期的 (6ヶ月に1度程度)に確認してください。また周囲

の状況・環境が変わつた場合にも確認を行ってください。

項   目 点検内容 半」定基準

電源関係 電源電圧 (モジュールの電源

端子台にて測定する)

AC85～ 132/170～ 264V

DC20.4～ 28.8V

電源端子ネジのゆるみはない

か

ゆるみがないこと

配線ケーブルの損傷はないか 損傷がないこと

取付状態 基本ユエットはしつかり固定

されているか
ゆるみ、ガタがないこと

拡張ユエットはしつかり固定
されているか

ゆるみ、ガタがないこと

缶モジュールはしつかり固定
されているか

ゆるみ、ガタがないこと

拡張ケーブルのコネクタのゆ
るみ、ケープルの損傷がない
か

ゆるみ、損傷がないこと

プログラマ関係 プログラマの機能は問題ない

か

簡単な操作を実施する

接続コネクタのゆるみ、

ケーブルの損傷はないか確認

する

ゆるみ、損傷がないこと

1/Oモジュール

関係

缶1/O端子合にて電圧測定 規定値内であること

入力状態表示 LEDの 確認 正常に点灯すること

出力状態表示LEDの 確認 正常に点灯すること

1/O端子台はしつかり固定さ

れているか

ゆるみ、ガタがないこと

端子ネジのゆるみはないか、

また隣と接触の恐れはないか

ゆるみ及び接触の恐れがな
いこと

配線ケーブルに損傷はないか 損傷がないこと

周囲環境 温度、湿度、振動、ほこり等

が規定値内か確認する

一般仕様内であること

プログラム関係 本体プログラムとマスタ
ープ

ログラム (フロッピーなどに

保存)の 内容が一致している

か確認する

比較チェックを行い

内容が一致していること

バッテリ関係 ノヽッテリ交換の必要はないか
(CPUの バッテリカバーの豪
に/ ッヽテリ装着年月が記入さ

れています)

2年経過していたら交換す

ることを推奨します

バッテリのコネクタはしっか

り接続されているか
ゆるみがないこと
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△ 注意
1.点 検時にモジュールの電源端子部にて電源電圧を演」定する場合は、

十分注意して作業を行ってください。

感電の恐れがあります。

2.PC本 体及びモジュー)レのハードウェア、/ ッヽテリの分解、改造、

及びOS等 のソフトウェアの改造は絶対に行わないてください。

故障、誤動作により火災、感電、ケガの恐れがあります。

5.3

保守部品  故障発生時に早期復1日をはかるために、最低限下記の予備品を準備され

ることをお勧めします。

品   名 数  塁 備   者

1/Oモジュール 便用種月J

缶 1 枚

リレー接点出力については、接点寿命

について考慮が必要です。

2.3頂 目参照

ヒューズ 使用|□数 5.5頂 参照

ノヽッテリ 固
緊急対応用。 5.4頂 参照

CPUモ ジュール 枚 システムダウンを最小限にくい止める

ために最低 1枚予備としてください曙源 tン ユ
ー
ル ]取 紋

プログラマ 1セット 異常時の原因究明に有効です
マスタープログラム 跡宴叙 FD等 に保存します

予備品の保嘗にあたっては、高温、多湿の場所は避けてください。

特にノヽッテリは周囲温度が高いと自己放電が大きくなりますので

常温 (25℃)以 下で保曽してください。

注意
ヒューズ、ノヽッテリは指定品と交換してください。

指定品以外を使用しますと火災、故障の原因となります。
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5.4

バッテリ交換 ノヽッテリは自己放電が少なく、使用温度範囲の広いリチウム電池を使用

していますので、使用期間中、特に無通電期間が長い場合でも安,いして

使用できます。

ノヽッテリ装着年月は、CPUモ ジュー)レのバツテリカバーの裏面に記入さ

れています。通常の使用環境では2年毎の交換を推奨しますので、装着

年月を確認の上、下記の手順で交換を行つてください。

なお、バッテリ電圧正常を示すLED(BATT)が CPUモ ジュール正面

にあり、正常時は点灯しています。このLEDが 点滅や消灯したときには

バッテリの寿命ですので14日以内に交換を行ってください。(プログラ

ム保護のため、交換実施までは電源をOFFし ないことをお勧めします)

CPUモ ジュール

コネクタ

ノヽッテリカ/ 一ヽを外す

バッテリを収細部から
取り出す

ノヽッテリのコネクタを
抜く

新しいバッテリのコネ
クタを接続する

バッテリを収納部に入
れる

ノヽッテリカノヽ一を装着
する

ノヽッテリ収納郡
バッテリ

①

②

⑤

⑥

ノヽッテリ交換後は、バッテリのコネクタがずれて接続されていないかを

必ず確認してください。

ずれて接続されている場合、バッテリの+、 一がショートしてしまう可

能性があります。
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●バッテリの廃棄 / ッヽテリは一般の電池と同様に処理してください。

分解したり焼却したりすると爆発の恐れがありたいへん危険です。

分解、焼却等はおこなわずそのまま廃棄してください。

リテウムバッテリーは十、一をショートすると発煙、発火に到ります。

リード線等は切断、分解せず十、一がショートしないよう廃棄してくだ

さい。

注意
1.ノ ツヽテリの十、一の逆接続、充電、分解、加熱、火中投下、ショ
ートは絶対に行わないてください。

破裂、発火の恐れがあります。

2.ノ ッヽテリは2年毎に交換してください。

バッテリの消耗によりPCに 保存してあるデータやプログラムが

消失し、誤動作による機械の破損や事故の恐れがあります。

補足

(1)ノヽ ッテリ交換は通電中、無通電時のいずれてもかまいません。た

だし無通電時に交換する場合は次のことに留意してください。

・バッテリ交換を行う以前が無通電の状態であった場合は、バ

ッテリをCPUモ ジュールから取り出す前に10分程度通電し

た後、交換作業を行つてください。

・無通電状態での交換は5分以内に行つてください。

(2)バ ッテリ取り外し時に、バッテリ正常LED(BATT)が 点灯す

ることがありますが異常てはありません。(バッテリ実装状態で

電圧が低下すれば正しく検出され消灯します。)

(3)マ ンガン乾電池、アルカリ電池とは電圧の互換性がありませんの

で代用として使用しないてください。

(4)製造年月より3年以上経過したものは使用しないてください。

(5)バ ッテリはリード線及びコネクタ付きの特注品ですので支社店

(販売店)ま たはサービス代理店にご請求ください。

(製品コード:EX25SER6)
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5 保守 ・点検

5.5

ヒューズ交換

電源モジュールには、内部回路故障時の焼損防止を目的として、上記の

とューズが取り付けてあります。なお長時間の使用においては、電源

ON/OFFの 繰り返しによつて疲労溶断を起こす場合もありますので、あ

らかじめ、予備のヒューズを準備されることをお勧めします (予備ヒュ

ーズ1ク添付)。

また、上記の出カモジュールには、負荷短絡時の焼損防止を目的として、

上記のヒューズが取り付けてあります。ただし、過電流や員荷短絡によ

つてヒューズが溶断した場合には、モジュールの出力回路も損傷を受け

ています。ヒューズ溶断時には、モジュールを交換すると共に、負荷電

源系統に異常がないか十分に確認してください。

なお、出カモジュールには、ヒューズ断時 (及び外部電源異常時)点 灯

するLED(FL、 FH、 F)が モジュール正面に取り付けられています。

とューズ断時にはこれらのLEDが 点灯すると共に、CPUの 1/O異常フ

ラグ (特殊リレーS0009)が ONと なります。

・電源モジュールのヒューズ交換

ヒューズホルダ

モジュー)レ正面のヒューズホルダを取り外す

溶断したヒューズを取り外す

新しいヒューズ装着する

ヒューズホルダを取り付ける

①

②

③

④

下記モジュールに保護ヒューズを内蔵しています。

モジュール名 (形式) ヒューズ形式 使用個数 ヒューズ定槽

AC電 源 (PS361) FU913 1 AC250V-3A

DC電 源 (PS332) FU916 1 AC250V… 6A

DC出 力 (D0333) FU916
２ AC250V-6A

DC出 力 (D0334) FU916
う
４ AC250V-6A

DC出 力 (D0344) FU916
２ AC250V-6A

AC出 力 (AC363) FU916
２ AC250V‐ 6A

AC出 力 (AC364) FU916
２ AC250V-6A

電源モジュール
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5 保守 ・点検

5。6

1Cメ モ リカー ド  CPuモ ジュールにlCメモリカード (形式 :ME914、 SRAM256kバ イ

取扱方法  卜)を 装着することにより、ユーザプログラムの□―ド/セ ープ、拡張

フアイルレジスタとしての利用などが行えます (機能詳細は居」冊のT3/

T3H本 体機能説明書参照)。

プログラムが書き込まれたICメモリカードを装着することによって、プ

ログラマを使用せずに、ICメモリカードの内容をCPUの RAMメ モリ

に転送することができます。下記の手順で行ってください。

① 電源をOFFし 、ICメモリカードをCPUモ ジュールに装着する。

② CPUモ ジュー)レのRAM/ROM切 換スイッチをROM側 に、運転

モードスイッチをHALTに する。

③ 電源を投入する。

以上の手順てICメモリカードに記憶されたプログラムの内容は、PCの

RAMメ モリに転送され、HALTモ ードで立ち上がります。

ICメモリカード取り扱いにあたっては次の点に注意してください。

(1)iCメモリカードは通電中着脱可能です。

(2)iCメモリカードはメモリ保持のためにバッテリ (コイン形リテウム

電池BR2325 松下電池製)を 内蔵しています。(バッテリ寿命 :約

1年/20℃ )ノ ッヽテリ交換の際には、10分以上の通電後であれば、

バツテリ取り外し後30分程度のデータ保持が可能ですが、これ以上

経過するとメモリの内容は消えてしまいますのでご注意願います。

CPUモ ジュール

iCメモリカード

バッテリホルダロック ＼ょ

バッテリホルダ
//

ライトプロテクトスイッチ /

回   固
書込許可   書込禁止

① iCメモリカードはイジェクトボタン
が飛び出すまで押し込んでください。

② iCメモリカードを取り出すときには
イジェクトボタンを押してください。

イジェクトボタン
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6 トラブルシューティング

6.1

異常発生時の確認事頂  システムに異常が発生した場合には、まず異常内容を十分に把握した上

で、その原因が機械側にあるのか、それとも制御装置 (PC)側 なのかを

見極めることが大切です。

また1つの異常原因が2次的な異常をBIき起こしている場合も多くあり

ますので、異常原因の究明にはシステムとして総含的に半」断することが

必要です。

PC本 体あるいは入出力に異常があると考えられる場合には、まず以下

の項目について確認してください。

→
〔基辞精堅撚所ヲ督ザ甥文

ている場

抑 て k範
場創よ

→
曜吾荏/牌 晏あ要曇9号R

十
酔樫最嘉ユ丘当暑

これ房晏曇サ号遅

搾像論斐1栃索ぱ
異常現象が一過性て、かつシステム/機 能の動作と同期して発生する場

合には、外部環境の影響 (ノイズ、電源変動など)が 原因と者えられま

す。この場合のチェツク項目を6.7節 にまとめますので確認してください。

電 源 モ ジ ュ ー ル の
″
POWER″ LEDは 点灯

しているか

CPUモ ジュールの
″
RUN″

LEDは 点灯しているか

本体シーケンスの動作異

常と考えられるか

入カモジュールの異常と
者えられるか

出カモジュールの異常と
考えられるか

注意
1.ユ ニット、端子台、配線ケープルの着脱は、必ず電源を切った状

態て行ってください。

電源が入つたままの状態で作業しますと、感電の恐れがあり、ま

た誤動作、故障の原因となることがあります。

2.PCが 正常に動作しない場合は、本書の 「異常発生時の確認事項」

を参考に確認してください。

故障発生時は、支店社 (販売店)ま たはサービス代理店に連絡し、

遅却及び修理依頼をしてください。

当社または指定サービス店以外での修理は、動作及び安全の保証

は致しかねます。
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6 トラプルシューティング

AC電 源の場合、電圧切換
プラグの設定は正しいか

供給電源電圧は規定値以内

6.2

電源のチェツク  電源を投入しても電源モジュール正面の
″
POWER″ LEDが 点灯しな

い場合、次のチェツクポイントを確認してください。

酔8と88V委
i!!鋸線

〔18'8宮
史老者名VO～
264V

障矩ほ窒黙兵
宮賢あ婁誓毒事
ユ~ル

――――十-1.9節 参照

D採皇富暑辱
前に装着したモジュー

網足

(1)ケープル及びモジュー)レの着脱は電源を切った状態で行ってくだ

さい。

(2)電源ヒューズの溶断は、電源モジュールの内部回路の故障に起因

している場合もあります。

電源以外のモジュールを全
て取り外した状態で
POWER LEDは 点灯する
か

点灯

拡張ベース、拡張インタフ
ェースを接続した状態で
POWER LEDは 点灯する
か (CPUと 豊1/Oを 外し
た状態)

点灯

内部5V消費電流が許容値

以内か再チェックする

許容値肉

モジュールを1枚づつ装着
してゆき、POWER LED
消灯となる状態を特定する

-82-



6 トラブルシューテイング

6.3

CPUの チェツク

C P Uモ ジュールの運転モ
ードスイッチはRU Nま た
はP―RUNか

YES

T3の 場合

プログラマ

ドをスタン

定していな

『スタートモー

イヽモードに設
かヽ

RAM/ROW
をRAMに し
上げたか

1切換スイッチ

て電源を立ち

NO NO

RUN LEDは 点滅状態か

NO

FAULT及 び1/Oの LEDは
点灯または点河しているか

電源モジュールの
力
POWER″ LEDは 点灯しているが、CPUモ ジュー

ルの
″
RUN″ LEDが 点灯しない場合には、以下の項目をチェックして

ください。

―――――→―～一―
{← UNま た1よP―RUNに 切り換えます

君濯 ぃ。

6.4

プログラムのチェツク  プログラムは実行しているが、シーケンスが思い通りに動作しない場合

には、次の項目を確認してください。

(1)1スキヤン中に2ヶ所以上で同一のコイルまたはレジスタに出力して

いないか、また、コイル命令とファンクション命令のデバイスが重

なつていないか。

(2)スキャン同期よりも早く変化する信号を入力しようとしていないか。

(3)同じタイマレジスタやカウンタレジスタを複数のタイマ命令やカウ

ンタ命令で使用していないか。

(4)書Jり込みを使用している場合、書」り込みルーチンの中でメインプロ

グラムの動作に影客のあるデバイス/レ ジスタを操作していないか。
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6 トラブルシューティング

6.5

入カチェック  プログラムは実行しているが、入力信号が正常に読み込めない場合には、

以下の項目を確認してください。

外部機器をON/OFFし た
とき、入カモジュージレ上の
LEDは ON/OFFす るか

YES

実際の1/Oモ ジュール実装
状態とプログラマてモニタ
した入出力割付情報が一致
しているか

NO

1/O自動割り付けを実行し
てみる

正常に割り付けされたか

NO

特定の入カモジュールだけ
割り付けが異常となるのか

NO

拡張ユエット上の1/0全て
が割り付け異常となるのか

ＯＮ

基本ユニット上の1/Oも全
て割り付け異常となるのか

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

陣

済 賃 鍔 塞 屋 を 経 嘉 け 署 晦

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

ほ

魯 号 言 」 景

墨 雇 蟹 督 肇 突 垢 所 藁 冒

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

陰

身 雷 き テ

宅 掌 雪

堅

' あ 賢 奪 増 馨 党

正常

―――――― CPUモ ジュニルの異常です。

だ

も

く

常
て
異

し

の

認

ス

確

一

を

エ

続

フ

授

タ
の

ン

。

力

Ⅳ

訂

一
拡

れ

ケ

。
うヽ

張

い

え

惚

惇
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6 トラプルシューティング

6。6

出力のチェツク プログラム上ではレジスタやデバイスに正しく出力されているのに、実

際の出力機器の動作が異常となる場合には、以下の項目を確認してくだ

さい。

し存保にどなＤＦ担一
よ封
帆
力
歴
□

く
移
好

~ ~ ~ ~ 1 ~ ~ ~ ~ ~ ―

腫

責 畜 元 歎

法 己 党 禁 撃 あ 慕 豊 ぷ

篠岳戦
場

点灯している場合は、出カモジュ
ールのヒューズ断または外部電源
異常です。確認してください。

メモリクリア、入出力自
動割り付けを行い、END

命令のみをプログラムし

てRUNさ せ、以下を確認
する

入出力割付情報はモジュ
ールの実装状態と一致し
ているか

プログラマのデータ設定
機 能 に よ り 出 力 を
ON/OFFし てみる

出カモジュールのLEDは
正常にON/OFFす るか

出カモジュールのFL、
FHまたFのLEDは 点灯し
ているか
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6 トラプルシューティング

6,7

夕1部要因による

トラブリレ

PCシ ステムの異常が、以下のような現象として発生する場合には、夕|

部要因を疑つてみる財要があります。

(1)入 出力機器の動作と同期して発生する場合

一この場合は、出力機器のON/OFF時 に発生するノイズが原因で

ある可能性があります。3章 1/Oモジュール適用上の注意に述ベ

たノイズ対策を施してください。

(2)周辺の動力機器、高周波機器の動作と同期して発生する場合

―この場合は、入出力信号線に誘導されるノイズの影響が考えら

れます。また電源系統、接地系統によっては、電源のサージ、

電圧変動及び接地電位の変動が原因である場合もあります。

4章 据付 ・配線に述べた注意事頂を確認してください。場合に

よつては、接地を外して様子をみるのも一方法です。

(3)機械の動作と同期して発生する場合

一振動による影響も者えられます。ユエット/モ ジュールの取り

付け状態を確認すると共に、振動対策 (防振ゴムの使用等)を

検討してください。

(4)故障モジュー)レを交換しても再び類以故障が発生する場合

―金属くずの混入や水滴の落不などの恐れがないか十分確認して

ください。

以上の他にも、例えば、周囲温度が仕様範囲を超えるような場合にはシ

ステムの安定動作は保証されません。環境条件にも十分注意してくださ

い。
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6 . 8

1/O活線着脱手順

運転中に1/Oモジュールの単体故障が発生した場合、システムの運転を

継続しながら故障モジュールを交換することができます。この機能を

1/O活緑着脱機能と呼びます。

1/O活線着脱は以下の手順て行います。

① プログラマをCPUモ ジュールに接続する。

② プログラマの1/O着脱機能によって、交換したいモジュール位置に

1/O着脱指定をかける (ソフト的にシステムから切り離されます)。

③ 故障モジュールを取り外す

④ 代薔モジュールを装着する

⑤ プログラマから1/O着脱指定を解除する

1/O活線着脱が有効なモジュール単体故障としては以下が考えられます。
・ 入カモジュールで特定の信号が読み込めなくなつた (入カフォトカ

プラ故障など)
・ 出カモジュー)レで特定の出力が出なくなつた (出力素子故障など)
・ 出カモジュー)レのヒューズが溶断した

網足

(1)活線着脱が可能な1/Oモジュールは次の通りです。

・D1334/334H

・D1335/335H

・D1344

・IN354/364

・D0333

・D0334

上記以外のモジュールに対して活緑着脱を行わないでください。

活線着脱を行った場合、故障及び誤動作の可能性があります。

モジュールの着脱にあたっては、4.3モ ジュールの取り付け ・

取り外しの頂を参照の上、正しい手順で行ってください。

・D0335

,D0344

・AC363

・AC364

・R0364

・R0363S

注意
1/Oモジュールの交換は必ず電源を切つた状態で行つてください。

感電、誤動作、故障の原因となることがあります。

やむをえず1/O活線着脱機能を使用する場合は、作業の安全に十分注

意してください。
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6.9

本体自己診断頂目  PCの CPUが 自己診断によって異常を検出した場合、次ページ以降の表

に示すエラーメッセージ (及び付随情報)を イベント履歴テーブルに登

録し、異常の内容が運転継続不可能なものである場合には、出力を全て

OFFに 落とし、運転を停止します。(エラーダウン)

イベント履歴テーブルには最新の301□のエラーメッセージと発生時刻が

格納され、プログラマに表示させることができます。(電源のON/OFF

も登録されます)

本体がエラーダウンした場合には、まずプログラマを接続してイベント

履歴を表示させ、エラー内容を確認してください。

以下にイベント履歴表示させるための操作手順を示します。

① CPUモ ジュールとプログラマ (T―PDS)を 専用ケーブルにて接続

する。

② プログラマ (T―PDS)の 電源スイッチをONす る。(PC本 体の電源

もONし ていること)

③ プログラマ (T―PDS)か ら TPDS回 とキーインして下―PDSを

立ち上げる。

T―PDSの 初期メニュー画面が表示される。このとき 「受信タイムア

ウト」の表示が出ていないこと。

この状態で SE とキーインするとイベント履歴が表示される。

(イベント履歴表示画面例)

< rベント宗hi >

日付  83夕〕 兎牛事換 暉明収1百や履1  1古キR2 1古IR3 i」|二と
―ド

I X l l
m州
IlミlT
ElnOH
R t l N  ■口
IiHIT

ilALT
lい1,T H

１

ど

９

１

１

６

７

ば

，

問

‐ｌ

比

１３

Ｍ

ｂ

綱
　
　
い

議
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6 トラブルシューティング

前記手順④て 「受信タイムアウト」と表示されたときは、プログラマと

PC本 体の交信が確立していません。CPUモ ジュール上のFAULTま た

は1/OのLEDが 点滅しているときはCPUモ ジュールの故障です。PC本

体の電源を再投入してもこの状態が変わらない場合にはCPUモ ジュー

ルを交換してください。FAULTと 1/Oが点滅以外の】犬態で 「受信タイム

アウト」と表示されるときには、プログラマ (T―PDS)の 環境設定及び

接続ケープルの接続状態を確認してください。環境設定及び接続ケープ

ルに問題がない場合には、PC本 体またはプログラマの通信回路異常も

者えられます。

イベント履歴が表示された場合には、登録されたエラーメッセージ (発

生事象)を 確認してください (番号1が最新の登録内容)。

次ベージ以降に、イベント履歴に登録されるエラーメッセージとその付

随情報、関連する特殊リレー、発生後のLED表 示状態、及びその憲味を

まとめます。エラー発生時にはその原因を確認の上、財要な処置を行つ

てください。

なお、エラーダウン状態ではプログラム修正などの操作は受け付けられ

ませんので、プログラマからエラーリセットを実行して、一担HALTモ
ードに復帰させてから修正などの操作を行つてください。

再度RUN起 動させるためには、運転モードスイツチを一度HALTに し

てからRUN(ま たはP―RUN)に 切り換えるか、あるいはプログラマか

ら運転コマンドを実行します。

次ページ以降の表中、本体LED表 示の記号の意味は以下の通りです。

点灯

消灯

点滅

状態には影禅なし

●

Ｏ

〇

一
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6 トラプルシューティング
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6 トラプルシューティング
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会
鯉
眺
Ｇ

（Ｌ
Ｊ

や

か
料
ロ
ト
眠
賦
眠
ヽ
ハ
ふ
―
ハ

。３
拘
投
Ｖ
ｐ
Ｄ
眠

鰹
Ｎ
律
信

「卜
Ｑ
章
」
″負
や
い
鍵
腰
Ｎ
極
世
ハ
■
や
ヽ

。把
０
陥
尺
製
Ｎ
の
Ｅ
Ｏ
鼠
負
煙
控
ハ
■
や
ヽ

に
艦
０
□
ヨ
連
Ｋ

Ｏ
≧
● ● ○ ○ ○ ○

ト
コ
Ｄ
＜
」

● ● ● ● ● ●

Ｚ

⊃
に
○ ○ ○ ○ ○ ○

―
全
い
慈
翌

や
い
搬
煙

一
へ
ｏ
ｏ
の

ゆ
〇
〇
〇
の

一
側
ｏ
ｏ
の

ゆ
ｏ
ｏ
ｏ
の

ゆ
一
ｏ
ｏ
の

寸
ｏ
ｏ
ｏ
の

ゆ
一
ｏ
ｏ
の

寸
Ｏ
ｏ
ｏ
の

ゆ
一
ｏ
ｏ
の

寸
ｏ
ｏ
ｏ
の

↑
∞
ｏ
ｏ
の

ｃ
ｏ
ｏ
ｏ
の

解
把
盤
セ
わ
隠
か
ｌ
ｐ
か
六
―
い
Ｈ

∞
解
埋

６
１
体

上
К
ト

困
解
肥 ．Ｏ

Ｚ

Ｓ
ヽ
か
▲

．Ｏ
Ｚ

転
К
か
全

は
―
体

―
い
日

は
―
ト

ー
い
Ｈ

↑
解
埋

．Ｏ
Ｚ

二

小

□

К
．Ｏ
Ｚ

上
小
川
日

．Ｏ
Ｚ

上

か

□

К
．Ｏ
Ｚ

上
か
Ｈ
日

生
―
日

―
い
Ｈ

．Ｏ
Ｚ

エ
ー
指

廻
世
蛭
郎

か
―
料
か
六
―
い
Ｈ

碓
賦
蝉
酬
Ｏ
≧

雌
賦
欝
雅
〇
≧

碓
駅

Ｓ
か
Ｈ
ふ
謎
運
賦
照
住
コ

碓
賦
Ｓ
か
Ｈ
ト

ヨ

にヽ
品
ヽ
か
▲
住
ヨ

艇
駅
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■
十
Ｋ

照

貧
一 ヽ O  t t  H い 一 ハ ー ふ ハ К 超 睡 ・翌

一-93-―



6 トラブルシューティング

田
製
母
皆
胆
Ｇ
Ｉ
い
日

。こ
拘
投
Ｖ
や
ギ
＜
母
律
に

「ト
ロ
⊆
」

″
迪
楔
柘
律
脩

「
Ｑ
ｚ
ｕ
」
里
避
暇
Ｇ
く
い
ふ

ロ
ト０ミ

や
怖
る
ｐ
ギ
拘
心
ハ
ｌｒｒ
い
ヽ
ロ
ト

″負
得
億

「卜
凹
⊆
」

や
里
く
い
ふ
ロ
ト
鼠
而
迪
３
Ю
鳴

″負
律
億

「ａ
ｚ
ｕ
」

ｐ
里
く
い
心
ロ
ト
ヽ
お
通
世
桶
く
い
ヽ
ロ
ト
ハ
や
Ｘ

。３
拘
投
Ｖ
ｐ
Ｄ
備
選

負
る
０
日
会
や
や
佃
代
製
Ｇ
律
ほ
に

のヽ
Ｏ
つ
″に
のヽ
Ｏ
Ｅ

。い
怖
い
栂
会
碓
賦

里
摂
恨
眠
竪
や
や
佃
代
理
Ｇ
律
帽
に

のヽ
Ｏ
つ
′区
のヽ
Ｏ
Σ

。こ
拘
投
Ｖ
鮨
選
食
る
や
る
や
ギ
い
と

建
０
雨
会

（×
）
ミ
ー
日
か
Ｒ
＜
里
生
ハ
い
て
や
Ｒ
羽

。い
怖
Ｇ
栂
粂
碓
賦
里
慨

瑠
生
ハ
い
て
終
Ｇ
律
信

ｚ
Ｄ
Ｌ
過
投
怖

夕律
に
ミ
や
同

。３
抱
控
Ｖ
ｐ
Ｄ
ふ
ハ
Ｖ

体
―
□
や
く
い
ふ
ロ
ト
巴
旺

″避
還
駅
卜
い
Ｓ
い
Ｐ
Ｘ

。世
Ｄ
柘
Ｄ
羽
軽
Ｎ
碓
賦
里
揮
埋
酬
剛
く
い
ふ
ロ
ト

。こ
拘
投
Ｖ
や

０
＄
ハ
ｌｒｒ
い
い
□
ヽ
母
律
億

「Ｊ
ロ
ユ

ＩＪ
一四
聾
Ｇ
蝶
四

（ト
ハ
■
か
恨
避
）
。い
陥
る
や
ギ
約
ふ
ハ
ｌｒｌ
い

ヽ
ロ
ト
負
僻
脩

「ヨ
ロ
ユ

ＩＪ
一Ｋ
全
生
卜
る
細
い
ヽ
律
脩

「住
Σ
⊃
己

″担
投
稲

。ミ
や
悔
る
や
ギ
拘
ふ
ハ
Ｗ
い

ふ
ロ
ト
里
電
霞
側
く
い
ふ
ロ
ト
ー
ロ
粂
律
脩

「コ
□
逆

Ｇ

．ｏ
ｚ
ミ
て

い
捜
０
慨
理
や
里
律
帽

「
住
Σ
Ｄ
ユ

。こ
拘
投
Ｖ
や
０
も
ハ
ー十‐
い
ふ
ロ
ト
や
律
帽

「に
□
⊃
の
」

。ミ
コ

樋
る
ｐ
ギ
拘
心
ハ
ーーー
い
い
ロ
ト
負
律
億

「区
∞
Ｄ
の
」
Ｇ

５
ｚ
ハ
ト
ー
ミ
ヽ
お
把
０
投
理
膨
里
律
ほ

「ヨ
コ
＜
０
」

に
照
ａ
ｕ
コ
連
Ｋ

〇
≧
○ ○ ○ ○ ○ ○

ト
コ
⊃
＜
Ｌ

● ● ● ● ● ●

Ｚ

⊃
区
○ ○ ○ ○ ○ ○

―
全
い
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控

Ю
ｂ
製
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〇 〇
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O O
の の

CO
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〇 〇
〇 〇
の の
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の の
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DΦ
D O
D O
の の

CO
OΦ
O O
O O
の の

〇 〇
〇 ∞
〇 〇
〇 〇
の の

解
攣
盤
セ
わ
寓
か
―
や
か
六
―
い
Ｈ

Φ
揮
理 ．Ｏ

Ｚ

全
（ルて
い

ト
ハ
■
か

ホ

ー

武享
ヽハ

側
解
嬰

ヽ
お
生
ト

電
Ｓ
か
ロ
ト

Ｋ
全
生
ト

電
Ｓ
か
ロ
ト

Ｋ
全
生
卜

電
Ｓ
小
□
ｈ

ヽ
お
埜
ト

電
Ｓ
小
□
ｈ

霞
いく
か▲

コ 生

ト ト

↑
解
把

．Ｏ
Ｚ

Ｓ
か
ロ
ト
頭
理

く
い
ヽ
ロ
ト

．Ｏ
Ｚ

Ｓ
か
ロ
ト
霞
理

く
い
ふ
ロ
ト

．Ｏ
Ｚ

Ｓ
か
ロ
ト
霞
理

く
い
ヽ
ロ
ト

．Ｏ
Ｚ

Ｓ
小
ロ
ト
頭
騨

く
い
ふ
ロ
ト

，Ｏ
Ｚ

Ｓ
か
ロ
ト
頭
肥

く
い
ふ
ロ
ト

．Ｏ
Ｚ

Ｓ
か
ロ
ト
霞
鰹

く
い
ふ
ロ
ト

か
―
ド
か
六
十
い
Ｈ

Ｄ
厳
律
Ｇ
ａ
ｚ
Ш

ミ
Ｒ
Ｉ
い
や
律
脩
卜
て

雌
賦
生
ハ
い
て
や

晨
壊
く
い
ふ
ロ
ト

柾
賦
拭
ト
ハ
■
か

３
ニ
ハ
日
ハ
ト
ー
ミ
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酬
鼠
増
皆
限
Ｇ
Ｉ
い
日

。こ
拘
把
Ｖ
ｐ
Ｄ
ふ
ハ
ｌｒｒ
い
ヽ
ロ
ト
や
律
ほ

「ト
ロ
区
」

。ミ
や
悔
る
や
ギ
約
ふ

ハ
Ｗ
い
ふ
ロ
ト
絶
律
信

「卜
ｕ
に
」
ゃ
里
ハ
ト
ー
ミ
ヽ
お

。こ
拘
裡
Ｖ
膨
０
朋
思
く
い
＄
□

い

′里
卜
蚕
剛
Ｏ
Ｎ
ふ
ハ
■
卜
ヽ
キ
Ｇ
ハ
ふ
―
ミ
ヽ
お

。い
怖

る
や
尺
調
母
剛
０
各
ふ
ハ
ゃ
卜
Ｋ
や
Ｇ
ハ
ト
ー
ミ
ヽ
お

。こ
拘
把
Ｖ
や
０
隅
畑
く
い
ヽ
ロ
ト

タ里
降
蚕

酬
ｃ
母
ふ
ハ
）
卜
ヽ
キ
Ｇ
律
ほ

「卜
×
口
Ｚ
」
″
「に
Ｏ
Ｌ

。い
鴨
る
ｐ
尺
調
Ｎ

柵
０
会
ふ
ハ
■
卜
ヽ
キ
Ｇ
得
帽

「卜
ｘ
口
Ｚ
」
′
「に
Ｏ
Ｌ

。３
拘
投
Ｖ
や
い
崚
Ｎ
構
選
Ｇ
．ｏ
ｚ
卜
か
い

ヽ
Ｇ
卜

か
卜
Ｋ
生
ハ
Ｈ
壺
区

′朋
畑
Ｇ
．ｏ
ｚ
卜

か
卜
Ｋ

。ミ
コ
陥

う
や
０
語
―
各
．ｏ
ｚ
卜
か
卜
К
投
０
慨
理
や
里
卜

か
い

く
生
ハ
Ｈ
『
．ｏ
Ｚ
卜

か
い
Ｋ
ミ
■
ハ
ーー
■

″会
Ю
栂
会

曖
翌
柵
喘
Ｇ
．ｏ
ｚ
卜

か
卜
ヽ

″ｐ
ｕ
く
い
ふ
ロ
ト

Ｏ
Ｌ
の

。こ
拘
役
Ｖ
や
０
里
に
ふ
一
壺
０
羽
わ
旨
Ｇ
く
い
ふ

□
Ｓ
レ
過
把
悔

。３
拘
投
Ｖ
や
０
朋
網
Ｎ
．ｏ
ｚ
□
Ｓ
膨

。い
稲
３

や
０
調
わ
旨
ｐ
引
本
に
ふ
側
や
く
い
ふ
ロ
ト
ロ
Ｓ
レ
ー

匝
担
世
柘

。い
ヽ
こ
ゃ
ギ
抱
曖
翌
剛
喘
終
．ｏ
ｚ
□
Ｓ
レ

。こ
拘
投
Ｖ
や
０
備
選

負
る
や
る
や
●
鯛
掴
会
．ｏ
ｚ
く
い
い
ロ
ト
ロ
Ｓ
レ

タ負

や
る
い
ギ
拘
心
ハ
ｌｒｒ
い
い
ロ
ト
負
く
い
い
ロ
ト
ロ
Ｓ
膨

。ミ
コ
怖
う
や
ギ
拘
＄
ハ
ーｒｒ
い
心
ロ
ト
終
く
い
い
ロ
ト
ロ

Ｓ
レ
Ｇ
．ｏ
ｚ
□
Ｓ
レ
世
０
慨
理
や
里
卜

小
卜
Ｋ
□
Ｓ
レ

に
隠
ａ
凹
コ
連
Ｋ

Ｏ
≧
○ ○ ○ ○ ○ ○

ト
コ
Ｄ
＜
」

● ● ● ● ● ●

Ｚ

⊃
に
○ ○ ○ ○ ○ ○

―
全
３
慈
控

臨
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〇 〇
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〇 〇
〇 〇
の の
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0Φ
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O O
の の

〇 〇
〇 ∞
〇 〇
〇 〇
の の

解
型
盤
口
わ
ぼ
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押
か
ス
ー
い
川

∞
解
型
Ｏ
Ｚ
ハ

ト
ー
ミ
ヽ
お

６
Ｚ
ハ

ト
ー
ミ
ト
お

側
解
埋

К
全
竺
ト

電
Ｓ
か
ロ
ト

К
▲
生
ト

電
Ｓ
か
ロ
ト

ヽ
全
生
ト

起
Ｓ
か
ロ
ト

．Ｏ
Ｚ

卜

か
卜
Ｋ

．Ｏ
Ｚ

□
Ｓ
レ

．Ｏ
Ｚ

□
Ｓ
膨

”
解
埋

．Ｏ
Ｚ

Ｓ
か
ロ
ト
霞
騨

く
い
ヽ
ロ
ト

．Ｏ
Ｚ

Ｓ
か
ロ
ト
頭
理

く
い
ヽ
ロ
ト

．Ｏ
Ｚ

Ｓ
か
ロ
ト
霞
騨

く
い
ふ
ロ
ト

．Ｏ
Ｚ

Ｓ
小
ロ
ト
霞
樫

く
い
ふ
ロ
ト

．Ｏ
Ｚ

Ｓ
か
ロ
ト
霞
理

く
い
心
ロ
ト

．Ｏ
Ｚ

Ｓ
か
ロ
ト
頭
理

く
い
ふ

ロ
ト

か
―
料
か
Ｘ
Ｉ
い
Ｈ
０
厳

ハ
ー
は
い
ハ
ト
ー
ミ
ト
お

祉
賦
ふ

ハ
Ｖ
卜
ヽ
キ
ハ
ト
ー
ミ
ト
お

虻
賦
ふ
ハ
▼
卜
ヽ
キ
ト
ー
ミ

雛
賦
．ｏ
ｚ
卜

か
は
ヽ
Ｏ
Ｌ
の

曖
里
朋
喘
．ｏ
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□
Ｓ
レ
Ｏ
Ｌ
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Ｄ
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ミ
て
い
□
Ｓ
膨
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翻
畏
判
皆
服
Ｇ
Ｉ
い
日

。こ
拘
投
Ｖ
ｐ
Ｄ
隅
細
母
５
ｚ
ミ
て
い
Ｏ
Ｌ
の

。い
陥
う
や
ギ
拘
曖
翌
柵
喘
負

δ
ｚ
ミ
て
い
Ｏ
Ｌ
の

。″つ

拘
把
Ｖ
や
０
ふ
ハ
ｌｒｒ
い
ふ
ロ
ト
や
律
僧
ミ
て
い
Ｏ
Ｌ
の

。ミ
コ

括
３
ｐ
ギ
拘
ヽ
ハ
ｌｒｒ
い
ふ
ロ
ト
負
律
億
ミ
て
い
Ｏ
Ｌ
の

Ｇ

５
ｚ
ミ
て
い
翌
Ｄ
慨
理
や
担
律
脩
ト
ハ
■
か
Ｏ
Ｌ
の

。る
約
把
Ｖ
や
０
隅
畑
や
Ｏ
ｚ
く
い
＄
ロ
ト
ｏ
Ｌ
の

。い
踊
る
博
ギ
拘
曖
鰹
酬
喘
会
．ｏ
ｚ
く
い
ヽ
ロ
ト
Ｏ
Ｌ
の

。こ
拘
投
Ｖ
や
０
隅
劇
抱
く
い
い
ロ
ト
里
い
ヽ
間

い
資
孜
会
生
ハ
Ｈ
□
Ｓ
レ
＼
□
Ｓ
レ
壺
３
Ю
鳴

″生
ハ

Ｈ
過
把
悔
卜

か
卜
ヽ
坐
ハ
日
＼
卜

か
い
ヽ
ミ
学
ハ
Ｈ
■

。ミ
コ
稲
る
や
０
語
―

終
優
寂
Ｇ
生
ハ
日
□
Ｓ
レ
＼
□
Ｓ
レ
通
る
Ю
鳩

″竺
ハ

Ｈ
担
把
怖
卜

か
は
ヽ
■
ハ
川
＼
卜

か
卜
К
ミ
早
ハ
川
■

。３
拘
捜
Ｖ
や
Ｄ

日
鎧
Ｎ
く
い
心
ロ
ト
里
い
ヽ
Ю
眠
緊
胞
潤
里
律
帽
Ｇ
翌

。世
Ｄ
陥
Ｄ
羽
軽
Ｎ
得
帽

る
終
る
ｐ
Ｏ
エ
ー
指
お
迪
ｐ
Ｏ
住
Ｋ
里
３
く
い
心
ロ
ト

。こ
拘
投
Ｖ
膨
０
心

ハ
ヽ
体
―
□
母
く
い
い
ロ
ト
肥
旺

″避
は
い
Ｓ
い
Ｐ
Ｘ

。翌
０
指
０
調

軽
Ｎ
律
信
ミ
Ｒ
Ｉ
い
や
里
３
く
い
心
ロ
ト
ヽ
ハ
ふ
―
ハ

に
艦
ａ
ロ
ヨ
苺
Ｋ

〇
ト
○ Ｏ ○ ○ ○ ○

ト
ヨ
Ｄ
＜
Ｌ

● ● ● ● ● ●

Ｚ

⊃
に
○ ○ ○ ○ ○ ○

―
お
い
慈
控

や
い
肥
鰹

C O
OΦ
O O
O O
の の
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O C
O O
O O
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OΦ
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の の

Ｏ
Φ
ｏ
ｏ
の

Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
の
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の の
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O C
O O
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の の

解
把
盟
セ
わ
ぼ
か
―
担
か
六
―
い
川

∞
解
埋 ．Ｏ

Ｚ

ハ
ｍ
ハ

Ｓ
ハ
ト
〔

側
解
埋 ．Ｏ

Ｚ

ミ
て
い
０
」
の

．Ｏ
Ｚ

ミ
て
い
Ｏ
Ｌ
の

．Ｏ
Ｚ

く
い
ふ

ロ
ト

Ｏ
Ｌ
の

ヽ
全
生
ト

電
Ｓ
小
ロ
ト

К
▲
生
は

Ｅ
Ｓ
小
□
ｈ

”
解
饗

．Ｏ
Ｚ

Ｓ
か
ロ
ト
霞
理

く
い
ふ
ロ
ト

．Ｏ
Ｚ

Ｓ
か
ロ
ト
頭
理

く
い
ヽ
ロ
ト

‘Ｏ
Ｚ

Ｓ
か
□
ヽ
頭
樫

く
い
ヽ
ロ
ト

．Ｏ
Ｚ

Ｓ
小
ロ
ト
霞
理

く
い
ふ
ロ
ト

．Ｏ
Ｚ

Ｓ
か
ロ
ト
誤
理

く
い
ふ
ロ
ト

，Ｏ
Ｚ

Ｓ
小
ロ
ト
頭
理

く
い
い
ロ
ト

ハ
ー
ド
か
六
―
い
Ｈ

眠
翌
剛
喘
．ｏ
ｚ
ミ
て
い
Ｏ
Ｌ
の

０
壊
ミ
て
い
い
ハ
■
か
Ｏ
Ｌ
の

蝉
酬
．ｏ
ｚ
く
い
心
ロ
ト

Ｏ
Ｌ
の

粧
賦
く
い
ふ
ロ
ト

Ｏ
Ｌ
の

ユ
ー
格
お
柊

律
ほ
ハ
冊
ハ
Ｓ
ハ
ト
ト

羽
鰹
ミ
Ｒ
Ｉ
い
■
律
に
い
―
問
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田
製
対
皆
般
Ｇ
Ｉ
い
Ｈ

。３
約
把
Ｖ
や
０
脳
細
や
く
い
ふ
ロ
ト

′い
ヽ

Ю
鱒
里
□
翻
Ｇ
．ｏ
ｚ
恥
ヽ
か
全
負
廻
Ｇ
Ｘ
Ｓ
か
体
ハ
■

（ミ
や
稲
０
壺
ハ
い
転
―
い
Ｈ
）

。投
０
怖
尺
調
岬
□
翻
Ｇ
．ｏ
ｚ
品
ヽ
お
全
負
廻
Ｇ
К
Ｓ

か
体
ハ
■
Ｇ
醤
撮
い
Ｋ
Ｓ
か
体
ハ
■
ｐ
里
律
帽

ｚ
⊃
Ｌ

。こ
拘
控
Ｖ
ｐ
Ｄ
朋
網

や
ヽ
い
ふ
ロ
ト
里
い
ヽ
こ
や
０
蝉
柵
会
，ｏ
ｚ
い
と
ハ
Ｈ

。い
怖
る
博
ギ
拘
慨
理
酬
喘

会
．Ｏ
Ｚ
３
ニ
ハ
Ｈ
Ｇ
律
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